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    ２回目の「はじめに」のはじめに


    
      

    


    


    


    　「はじめに」って面白くないですか？　と何人かの知り合いに言ってみたところ、そのうちの何人かから同意を得た。残念ながら、何人かの人には怪訝な顔をされた。いい反応を示してくれた人には、さらに電子雑誌として『月刊はじめに』というのを出すのだと言ってみた。そこで何人かの人が脱落した。最後までお付き合いしてくれたのは、贔屓目に言って１０人のうち１、２人だった。


    　統計学は最強であるとある本が言う。１０分の１の割合ということは、１億２０００万人を対象とすると、１２００万人が『月刊はじめに』を読みたいと思っていると考えることもできる。『色彩を持たない多崎つくると、彼の巡礼の年』は１００万部を超えているらしいが、それを上回る可能性があるということだ。野心を持つことは大切だとある本が言っている。


    　何を言わんとしているかと言えば、「はじめに」に興味を持っている人は、思うほど少なくないということだ。つまり、『月刊はじめに』も結構、求められているということで、大いにやり甲斐を感じている。


    　『月刊はじめに』で紹介するのは、必ずしも新刊の「はじめに」に限っていない。できれば、書店で手に入りやすいものがいいと思ってはいるが、多少、古くたっていいと思っている。


    　ということで、読者の皆さんには、ぜひ、今まで読んだ本で「はじめに」が面白かったものがあったら教えてほしい。一緒に名「はじめに」や古典的「はじめに」を掘り起こしていこうじゃありませんか。


    　いったいどういう「はじめに」が名「はじめに」なのかと議論を呼ぶかと思うが、それについて私見はある。いずれそれも書いてみたいと思っている。


    　ゆくゆくは「はじめに大賞」なんかもやってみたいと思っている。


    　ものごとは伝え方が大切らしいが、うまく伝わっているだろうか。


    



    「月刊はじめに」編集部
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    はじめに


    
      

    


    


    


    　私は東京で会社員をしていましたが、約８年前、ひょんなことから、マグロ船に乗せられたことがあります。


    　マグロ船に乗る前は不安で仕方がありませんでした。私はマグロ船という言葉に「過酷」、「借金のカタ」、「行くあてのなくなった人の仕事」、「事故の多い仕事」と、ネガティブなイメージしか思いつかなかったからです。遠洋漁業であるマグロ船は、一度海に出たら陸にはなかなか戻ってこられないため、乗船前は「洋上で何かがあったら……」と考え、「生きて帰ってこられるのだろうか」と心配ばかりしていたのです。


    



    　実際マグロ船は、死亡事故が多い仕事です。２００４年には、漁師が船から転落して死亡しました。２００６年には、船長が乗員に刺殺される殺人事件も起きました。そして、２００８年には、自衛隊のイージス艦とマグロ船が衝突して、漁師が亡くなったのは、皆さんの記憶に新しいところだと思います。


    　しかし、そうした暗いイメージとは、まったく異なっていたのが私の乗ったマグロ船でした。乗船した船は全長わずか２０ｍで、そこに９人もの男たちが乗り、一度港を離れれば、４０日以上も陸に戻ることなく、共同生活をします。洋上には、ストレスを解消する遊興施設などはなく、安息を得られる寝床も非常に狭い個室になっているため、極度にストレスがたまりやすい環境です。しかし、漁師たちはイライラした様子を見せません。なぜなら、そこには「上手なストレスの受け止め方」やストレスをためないための「上手なコミュニケーションの仕方」があったからです。


    



    　現代はストレス社会と言われます。特に昨今では、「１００年来の不況」とされ、明日がどうなるともわからない閉塞感のあるなかで、心にゆとりがなくなるのは仕方がないことですが、ストレスはどんな社会においても、人が生きていくなかで避けることができないものでもあります。


    　こうした苦難の時代において、会社人生をよりよく過ごすには、過酷な職場で働く人たちのストレスとの付き合い方、さらにはものの見方や考え方も参考になるのではないかと思います。


    　実際私は、乗船経験を通じ、物事の受け止め方ひとつ、考え方ひとつで、ストレスとうまく付き合い、自分を追い込まずにいられるのではないかと思うようになりました。そして、時折、語られる漁師の哲学は、オフィスで働く人たちがいつの間にか忘れてしまった自然の法則とでもいうべきものを想起させる含蓄に富んだものでした。


    　ストレスとうまく付き合い、今よりもよりよく日々を過ごすための生き方のヒントを得るための一冊として、本書をお役立てください。


    



  


  
    ■著者略歴


    
      

    


    


    


    齊藤正明（さいとう・まさあき）


    



    １９７６年生まれ。大学卒業後、バイオ系企業の研究所に就職。上司から「マグロ船に乗ってこい」と指示を受け乗船。漁船という閉ざされた空間にあったコミュニケーション術や仕事観に感銘を受ける。その後、職場の会議活性化のための研修を中心に行うネクストスタンダードを設立。かかわった会議は６３００時間以上。自由が丘産能短期大学でグループディスカッション対策講座も行う。


    



    



    


    ■内容紹介ページ


    http://book.mycom.co.jp/book/978-4-8399-3020-2/978-4-8399-3020-2.shtml
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    はじめに


    
      

    


    


    


    　「国境」と聞いてあなたが思い浮かべるものはなんですか？


    　出入国管理の検問所に立つ無愛想な顔をした係官。原野に延々張り巡らされた鉄条網……映画『大脱走』でスティーブ・マックイーンが命からがらバイクで突っ走るあのシーンを思い出す人もいることでしょう。


    　あるいは、ただただ川が流れている、雪をかぶった山並みがどこまでも続く……そんな国境もあります。


    　それらはいずれも、陸地にある国境です。陸地にはたしかに、ここまでがこの国、そこを越えれば別の国という厳格なラインが存在しますね。


    　でも考えてみてください。日本には、そんな国境はありません。なぜでしょうか？


    カンタンです。日本は海に囲まれているから、陸上の国境がないのです。


    　「国境」とは、ある国の領土と別の国の領土との境です。


    　「領土」とは、ある国の主権が及ぶ陸地の範囲のことです。「国土」ともいいますね。どちらでも意味はほとんど変わりません。主権という要素を強調したい場合に「領土」を使うことが多いでしょうか。「わが国土」などというときには「国土」のほうがむしろ落ち着きがいいでしょうね。


    　さらにいえば、主権が及ぶ領土に国民が住んでいる。これが「国家」です。


    　日本の領土は、すべて島です。


    　大きな島も小さな島もありますが、すべて島であることには変わりありません。


    　そして、島の周りには海しかありません。つまり日本の周りにも海しかありません。


    　日本の周りに茫漠として広がる広大な海。日本の国境は、すべてその海の上にあるのです。


    　ということは、日本の国境を考えるとき、まず頭にイメージすべきは何より海、ということになります。


    　昨今日本を騒がせている国境問題を振り返ってください。尖閣諸島しかり、竹島しかり、北方領土しかり、事件はすべて海の上の国境に絡んで起きています。


    　尖閣諸島はキナ臭さを増し、反対に北方領土は若干の期待感を抱かせてくれます。竹島は……もはや厳しいでしょうか。いずれにせよ、日本の国境問題の舞台は海なのです。


    　海の上には目に見える国境線などありません。けれど、目には見えないのですが、海の国境はあります。


    　私たち日本人は古来、海で他国と画された「日本」という国で暮らし、海を越えて外へ出ていき、海を越えて入ってこようとする敵を迎え撃ってきました。


    　ところが私たちは、「海の国境」のことをどれほど知っているでしょうか？


    　海の国境とはどういうもので、どれくらいの範囲があり、そこでは何をしてよくて、何をしてはいけないのか。それをいまこの場でハッキリと答えられる人はあまりいないのではないかと思います。


    　陸の国境線はわかりやすい。でも海の国境はわかりにくい。であるからこそ、いま私たちは日本の国境問題を知るためにも、まずは海のことを知らなければなりません。


    　なにせこの地球上で、海が占めるのはおよそ７割、対して陸地はたった３割しかないわけです。


    　そのたった３割の陸地を争ってきたのが、これまでの人類の歴史です。しかしいま、その争いの中心は海へと移っていると言っても過言ではありません。少なくとも、日本を取り囲む東アジアの情勢はそうです。


    　資源と安全保障。この２つが、現在の海をめぐる争いの主軸です。海に対してこの２つの利権をあらわにしている国も、現に日本のすぐ近くにあります。


    　いま発生している問題以外に、予想もしていなかった事態が日本の周りの海で起こり、日本や世界の平和に脅威を及ぼす可能性も否定できません。


    　あるいは反対に、私たち地球人はこの広い海から、何か新たな価値観を見つけ、平和な未来を築くことができるかもしれない、そんな可能性だって十分にあるのです。


    　だからこそ、海に目を向けましょう。日本の国境を知ることは、海を知ることです。


    



  


  
    ■著者略歴


    
      

    


    


    


    唐津雅人（からつ・まさと）


    



    旅や世界遺産、環境、生物多様性、ビジネス、エネルギーなどを中心に、書籍や雑誌、ウェブ媒体で執筆するフリーライター。日本の端を巡る旅や世界の国境・世界遺産を巡る旅を続け執筆活動を展開する。


    おもな著書に『羽田 ｖｓ． 成田』（マイナビ新書）、執筆・編集協力に『ナショナル ジオグラフィック日本版 特別編集版』（日経ナショナル ジオグラフィック社）、『環境外交の舞台裏』『７０の企業事例でみる 生物多様性読本』『グリーンエコノミー時代を拓く 森で経済を作る』（日経ＢＰ社）など。


    



    



    


    ■内容紹介ページ


    http://book.mycom.co.jp/book/978-4-8399-4541-1/978-4-8399-4541-1.shtml
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    　リーダーになると、悩みは尽きません。


    　部下だったころは、上司に対して愚痴や文句を言っていれば、それですんでいました。


    　ですが、リーダーになり部下ができたことで、自分の仕事だけでなく、部下の仕事をどうするのかも考えなければならなくなったはずです。


    　その結果、どうなるでしょう？


    



    ・部下の相談にのっていたら、自分の仕事の時間を確保できない


    ・自分が決めなければいけない仕事上の判断を迫られても、なかなか即決できない


    ・部下のやることに、「失敗するのではないか」と、いちいち口出しをしてしまう


    ・トラブルを抱えているかもしれないメンバーが、相談に来ない


    ・何度注意しても、同じ失敗を繰り返す部下がいる


    ・フェイスブックで、部下に友達申請していいのかわからない


    ・部下と同じようにソーシャルメディアを使うべきかどうか、悩んでいる


    ・会社の不満を口にする部下がいる


    ・若い部下とうまくコミュニケーションが取れず、飲み会に誘っても来ない


    



    　など、いろいろな悩みが増えることでしょう。


    　さらに、仕事に関する責任も増え、周囲への気づかいも、今以上に必要になります。リーダーになったからといって、お殿様のように、尊大に振る舞えるわけではありません。


    　リーダーになると、悩みが多くなるのは、今も昔も変わりません。


    



    　さらに、ひと昔前だと、年功序列の体制が確立していたので、ほとんどの場合、部下は年下でした。ですが、今だとそういうわけにもいきません。部下のほうが社歴や年齢が上というケースも多いでしょう。


    　こうなると、年下の部下を抱えるときとは違う悩みも出てきます。私自身、先輩社員を率いるリーダーになったとき、その社歴や年齢の差も悩みの種になりました。


    　しかしながら、なかなか相談する相手がいないのです。先輩に相談しようにも、その先輩の同期が私の部下だったりしますから、相談をするほうもされるほうも微妙な感じになってしまいます。


    



    　また、リーダーが悩む理由の一つに、「価値観が多様化していること」があります。


    　昔は、がんばって働けば給料が上がることが当然だったので、部下に多少無理強いをさせても、「お金」という意味で評価してあげることができました。


    　ですが、現在の日本経済は、デフレでモノの価格が下がり、組織や給料も構造改革の最中です。がんばったからといって、部下に対してお金で報いることは、リーダーとして簡単にできることではなくなっているのです。


    　右肩上がりで成長することですべてが解決した日本経済は、今、転機を迎えています。


    



    　それに加えて、部下となる若者たちの価値観の変化も、リーダーを大きく悩ませます。


    　飽食で供給過剰な時代に育った若者は、「何かが欲しいから、ともかく働く」というわけではありません。


    　自分たちの価値観とは違う価値観を持っている部下に対して、どう接すればいいのかは、今どきのリーダーにとっては共通の課題の一つでしょう。


    　このような社会背景もあり、リーダーが果たすべき役割やリーダーの条件もどんどん変わってきているのです。


    



    　私は、２０１１年まで花王株式会社に勤め、様々なプロジェクトのリーダーをこなしました。また、仕事とは別にプライベートで、「築地朝食会」「社長大学」なども主宰し、多くのリーダーたちとの付き合いもあります。


    　私自身、何度も悩みながらも、試行錯誤を繰り返したり、尊敬する先人の知恵を拝借したりして、自分なりのリーダーシップの取り方などを学びました。また、今も若者たちと接することがありますので、日々、やり方を更新しています。


    　そんな私なりの、今どきのリーダーたちの役に立つ知恵の詰まった本になればと、筆をとった次第です。


    　この本を手に取る読者のみなさまの少しでも参考になれば、うれしい限りです。


    　新しい時代のリーダーのための羅針盤として。


    



    　第１章では、今、求められるリーダーの条件にフォーカスします。親分的な「過去のリーダーモデル」から、「新しいリーダーモデル」へ、リーダーが要求される能力は変わりつつあるのです。


    　第２章では、リーダーとしてチームを率いるうえで、チームの力を上げるための仕事の振り方など、リーダーとしての技術とノウハウをお伝えします。期待を伝えること、認めることの重要性などを解説します。


    　第３章では、フェイスブックをはじめとするソーシャルメディアや新興するＩＴ技術に対して、リーダーとしてどう付き合うべきなのかをご紹介します。


    　情報漏洩や些細な不注意での炎上の恐れがある一方、マスメディアの広告や宣伝の効果が低下するなど、ネット上での口コミでモノが売れる時代になっています。このソーシャルシフトの流れが加速する中で、リーダーはどう振る舞うべきなのかは、これからのリーダーにとって必須のスキルでしょう。


    　第４章では、リーダーの時間術です。管理職になったからといって、通常の業務だけをこなしていけばすむ時代ではありませんから、より高度な時間管理手法を駆使する必要があるのです。


    　第５章は、今と同じ変革の時代のリーダー達のご紹介です。戦国時代は、社会の構造が変わり、日本という国がひとつになっていく過渡期でした。この過渡期には様々なリーダーが部下を率いていったわけですが、この戦国時代のリーダー達の事例からリーダーにとって必要なあり方を学んでいきたいと思います。


    　第６章では、現代の日本を代表するリーダーの事例から学びます。サッカーの長谷部誠さん、ユニクロの柳井正さん、ローソンの新浪剛史さん、パナソニックの松下幸之助さんなど、尊敬すべきリーダー達も悩み、解決してきたおかげで、いまの輝かしい姿があるわけです。彼らの事例から、この章では「リーダーシップとは何か」ということについて探りたいと思います。


    　第７章では、リーダーにとっての若者とのコミュニケーションについてです。命令だけで仕事を強要できる時代ではなく、リーダーは、コミュニケーション力を駆使して仕事に取り組まねばなりません。最後の章は、このリーダーのコミュニケーションにフォーカスして〆たいと思います。


    



    　なお、カバーに描かれた星座「ヘルクレス座」はギリシア神話に登場する英雄ヘラクレスにちなんだ星座です。何度も失敗を繰り返しながらも神となり、星座の仲間入りをした点が、この本で描きたかったリーダーの姿と重なっています。


    


  


  
    ■著者略歴


    
      

    


    


    


    美崎栄一郎（みさき・えいいちろう）


    



    １９７１年生まれ。大阪府立大学大学院工学研究科を修了後、花王で商品開発のプロジェクトリーダーとして、自社のリソースと他社とのコラボレーションを推進。手がけたプロジェクトはテレビや雑誌、新聞にも取り上げられた。サラリーマン時代から、プライベートで「築地朝食会」「ひみつの学校」「社長大学」などの勉強会や交流会を主催。１０００人以上のゆるやかな社外ネットワークづくりが注目され、異業種にも多くの人脈をもっているため「スーパーサラリーマン」と呼ばれた。


    



    



    


    ■内容紹介ページ


    http://www.hayakawa-online.co.jp/product/books/115144.html
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    　放埓（ほうらつ）な勢いのままに駆け抜けた２０代の半ばからの１０年間で、僕は天国から地獄までを経験した。


    　２０代半ば過ぎで独立してすぐに年収は目標だった１０００万円を超え、３０代の前半は可処分所得が３０００万円ほどになっていた。


    　ところがＩＰＯ（新規上場）を目指した事業でつまずき、億単位の負債（ふさい）を抱えて会社を追放されることになり、３０代の半ばでそれまで築き上げてきたすべてを失った。部下や友人だったはずの人たちはもとより、社会的信用も、夢やプライドも、愛する人さえ、どこかへ消えてしまった。


    　負債総額は３億円を超えた。通常、短期の借り入れの返済期間は５年程度だから、単純計算でも月々に返済しなければいけない額は約５００万円にもなっていた。


    　いま、サラ金や家のローンで苦しんでいる方もいるかもしれないが、毎月５００万円の返済額になっている人は滅多（めった）にいないだろう。


    　そんな僕でも現在はビジネス書の作家として執筆やセミナー、趣味のサッカーや旅行などで充実した生活をしているのだから人生って不思議なものだ。


    　億の借金を背負うとは、はたしてどういうことなのか。そして、どうすればそんな地獄から立ち上がることができるのか。


    　本書では、これまで書いてこなかった、僕がかつてやっていた事業や借金が膨（ふく）れあがっていく過程、そして借金地獄の中でいかにもがき、再起したかについて記してみたいと思う。


    　もちろん借金とは無縁の方でも、仕事や人生に役立つような内容になっている。


    　なお、事業や債務整理の顛末（てんまつ）については、当事者によってそれぞれ違った意見や言い分があるかもしれない。あくまでも僕の主観の範囲で書いているということを断っておく。
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    水野俊哉（みずの・としや）


    



    １９７３年東京生まれ。大学卒業後、金融機関を経てベンチャー起業するも、個人保証を入れていた３億円の負債を抱えて取締役を解任。その後、絶望から再生し、経営コンサルタントとして数多くのベンチャー企業経営に関わりながら、世界中の成功本やビジネス書を読破、成功法則を研究する。現在は著述を中心に、セミナー、講演などの活動も行なっている。


    



    



    


    ■内容紹介ページ


    http://www.daiwashobo.co.jp/book/b93751.html

  


  
    [image: wadai02]

  


  
    はじめに


    
      

    


    


    


    　日々の子育てお疲れ様です！


    



    　この本を手にとってくださったということは、あなたは日々仕事と育児をうまく両立させる方法を考えていらっしゃるかと思います。


    



    ・産休育休明けで仕事復帰を控えているがうまく両立できる自信がない


    ・子どもの送り迎えで残業ができず、仕事が思うように進まない


    ・子どもの急な病気で休みが増え、リストラ対象になるのではとびくびくしている


    ・努力をして育児と仕事をなんとか両立させているが毎日が辛い


    ・周りの人の活躍を見て、育児に時間をとられて何もできていない自分に焦っている


    



    　もしかしたら、あなたは、こんな悩みを持っているのではありませんか？


    　この本では、働くママが大変な努力をすることなく仕事も家庭もうまくいかせて、なおかつ自分自身を充実させることができる方法を紹介しています。


    　「そんなことできるの？」と思いますか？　もちろんです！


    



    　とは言うものの、私も最初は大変でした。でも、ちょっと視点を変えて、頑張る方向を変えるだけで、今は幸せな気持ちで、２人の子どもに囲まれながら、仕事もプライベートも楽しく過ごしています。


    　実は、子どもが生まれたときは、視点を変えるチャンスです。今までと少し見方ややり方を変えることで、無理せず、いろいろなことをうまく運べるようになるのです！　


    



    　私は今、小学２年生の長男と保育園児の２歳の次男を育てながら、経理としてある企業で働いています。小さい会社なので、経理業務だけに限らず総務や労務など幅広いバックオフィス業務を担当しています。


    　今の会社には長男が１歳の時に入社し、入社後は懸命に努力をして、仕事と育児をなんとか両立させていました。そして「子どもの病気で休みが多いのだから、代わりのきかない優秀な人材にならねば」と考えて、長男を実母に預けて残業したり、休みの日は時間を作ってセミナーに通ったりしていました。


    　しかし、頑張れば頑張るほど、仕事はどんどん増えて収拾がつかなくなり、イライラをまき散らして人物評価は下がり、将来のためにとセミナーに行くほどパパとのケンカが増えました。保育園の先生からは「『お母さん怒って怖い』とお子さんが言ってしょげているのですが、心当たりありませんか？」と胸が痛くなるようなことを言われる状態でした。


    　しかし、それでもキャリアを磨いていかなくてはいけない、と自分を追い詰めていました。常にリストラに怯え、必要以上にムリを重ねていました。


    



    　転機は、次男を産んだ後職場復帰したときでした。


    　最初は、「もうひとり子どもが生まれても、仕事するうえでは全然変わりはないですよ！　産休前と同じように働けますよ！」という姿を見せようとしていました。


    　しかし復帰して日数が経つうちに、子どもが２人になって、ますますやらなくてはいけないことが多くなり、子どもの病気などでやむなく会社を休まなければならない日も増え、どんなに自分が頑張っても産休前と同じという状態ではありませんでした。


    



    　どうしたら、子どもがいても、出産前と同様に仕事をこなせるようになるのだろう。考えて気づいたのが、産休後に引き継いだ仕事です。


    　みなさんご存じのとおり、産休前は仕事を誰かに引き継ぎます。そのとき、私も休みの間に不都合がなければいいということで、簡略化して渡していました。復帰後、その仕事を再び引き継いだわけですが、よく考えると、出産前に自分がやっていたことの一部は、省略されても全然問題なく仕事が回っていたのです。


    　「なんだ、やらなくてよかったんだ！」


    



    　これを機に、私は、積極的に「やらない」をすすめることにしました。


    　もちろん、仕事をさぼるということではありません。


    　むしろ、やらないことによって、私も会社も嬉しくなる結果を目指しました。


    　すると、自分の仕事は楽になったうえに、結果的に経費削減や効率化が進み、さらにもっと高度なやりがいのある仕事に取り組む機会ができ、役職も得ました。


    　また、余裕ができたことで、周囲の人にも丁寧に接することができるようになり、いつのまにか、助けの手を差し伸べてくれるようになりました。


    　「育児でどんなに忙しくても、働き方を見直して、自分に余裕を取り戻せば、仕事も子育ても両方大切にできる」ということに、気づかされました。


    



    　これはプライベートでも同様です。私が次男を産んでいる間、周りの人たちは仕事で成果をあげたり、副業で講師業を始めたりと、華々しい活躍をしていました。そんな人たちの話を聞きながら、私は育児で動けず焦っていました。


    　しかしあるとき、「焦りと不安からは行動しない！」と決めたところ、今の自分の幸せをかみしめることができるようになり、未来への不安も消えました。すると不思議なことに、それまでどんなに頑張っても手に入らなかった、いいお話をいただいたり、素敵な人と知り合ったりということが増えたのです（本の出版もそのひとつです）。


    　そして、パパには「前よりすごく感じがよくなった。とっても素敵だよ」と言われ、ケンカも減り、以前よりずっと家族仲良く過ごしています。


    



    　大変な努力をしなくても、あなたの頑張りを、必要なところで上手に発揮することで、仕事でもプライベートでもよりよい結果を出せるのです。今思えば、仕事もプライベートも笑ってしまうぐらい無駄な動きをしていたように感じます。


    　この本で、限られた時間を上手く使って、幸せに働くママが増えたら嬉しいです。


    



    ２０１２年３月　馬場じむこ
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    洗足学園短期大学（現・洗足こども短期大学）幼児教育科卒。都内某企業にて、総務・労務・経理主任として勤務。書評ブロガーとして様々なビジネス書で紹介され、「子育てーめんとの会」（川上徹也氏主宰）の副会長をしているワーキングマザー。長男が１歳の時、現在の勤務先に再就職し、次男出産の際に創業５０年の勤務先初の産休・育休を取得。１９歳年上の夫、学童保育に通う小学生の男子、保育園児の男子と暮らす。次男の保育園役員や、長男の小学校のＰＴＡ役員も担当。前任者の急な退職により、引き継ぎなしで経理を担当してすぐ、効率化と無駄な経費の削減をすすめたところ、１期で約６００万の販売費及び一般管理費の削減に成功。仕事と子育ての両立にその効率化策を活かしている。


    



    



    


    ■内容紹介ページ


    http://www.njg.co.jp/kensaku_shousai.php?isbn=ISBN978-4-534-04943-8
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    〝おもちゃの王様〟と呼ばれて


    



    　私は、タカラ（現・タカラトミー）の創業者として、数々の玩具を世に送りだしてきました。ダッコちゃん、リカちゃん、人生ゲーム、ミクロマン、トランスフォーマー、チョロＱ、フラワーロックなど、読者のみなさんも一度は遊んでいただいたことがあるのではないでしょうか。


    　大正１３（１９２４）年に福島県のいわきの山村に生まれ、戦争が終わるとともに東京に出てきました。そのころの東京は、焼け野原でなにもありません。私にもこれといった才能も特技もありません。その中で食べていくために、いろいろな挑戦をしていきました。


    　そして、２０代の半ばをすぎたころ、今のタカラにつながる佐藤加工所を東京都葛飾区で旗揚げしました。と言っても、住居一間、工場一間の民家の中に機械を入れたささやかな下町工場でした。それから４０年、私はタカラの社長としてさまざまな玩具を開発してきました。いつしか「おもちゃの王様」と呼ばれるようにもなりました。


    　今でも誇れるのは、私の生み出してきた玩具は、商品としての息がとても長いということです。リカちゃんが発売されたのは、昭和４２（１９６７）年ですが、４０年以上経った今でも現役商品です。発売当時のリカちゃんで遊んでくれた女の子たちも、今ではお母さん、あるいはお孫さんがいらっしゃる方もいて、母娘三代でリカちゃんで遊んでいただいています。


    　人生ゲームも息の長い商品です。昭和４３（１９６８）年に発売されてから、ルーレットを回して、自動車の形のコマを進めていくというコンセプトはそのままに、40年以上も時代時代の世相を映しながら、新しいバリエーションが作り続けられ、今でも新たな人生ゲームが生まれ続けています。


    　トランスフォーマーもそうです。米国で発売されたのが昭和５９（１９８４）年。それから３０年近く、玩具だけでなく、トランスフォーマーを題材にした数々のアニメ作品が制作され、最近ではハリウッドで３本の実写映画が製作され、パラマウントから配給され、世界的なヒット映画となりました。


    　映画を監督したマイケル・ベイ氏は、来日したときに、トランスフォーマーの生みの親である私にぜひ会いたいとおっしゃったそうです。私も「トランスフォーマーの映画を作ってくれた人なら」と、お目にかかりに行きました。短い時間でしたが、トランスフォーマーについて語り合い、私にもたいへん楽しい時間となりました。


    



    山あり、谷ありの、人生を乗り越えさせたのは「成長したい」という思い


    



    　一般的には、玩具というのはパッと売れてパッと消えるものだというのが常識です。発売後に大ブームとなって大量に売れ、翌年にはまったく違ったブームがやってくる。そういうものだし、それがいい玩具だというのが玩具業界の伝統的な考え方でした。


    　しかし、私はそう考えませんでした。長く遊んでもらえる玩具がいい玩具だと信じ、息の長い玩具になるように、あらゆることをやってきました。おかげで、タカラの玩具は「定番化」され、どれも息の長い玩具になったのです。


    　そのことが世間では珍しいことであるらしく、「どうして息の長い玩具を生み出すことができたのですか？ 定番化の秘密はどこにあるのですか？」とよく尋ねられます。しかし、それに答えることはとても難しい。とても一口で説明できるものではないからです。


    　ましてや、玩具を開発する前から、素晴らしい定番化理論に基づいて「この玩具は５０年以上、売り続ける」とやったわけではありません。もし、どうしても定番化の秘密を一言で説明しろと言われたら、「意地になってやってきた」と答えるしかありません。


    　若いときに、ある人から言われた「玩具なんて１年売れたら、パッと消えるようなものだ」という一言に反発して、意地になって「だったら、来年も売ってやる。再来年も売ってやる」ともがいて、いろいろなことをやってきたというのがほんとうのところです。


    　８９歳になった今なら、玩具の「定番化の秘密」を順序立てて語ることはできます。プレイバリュー（遊びの楽しさ）を最大化しなさい、子どもたちに玩具だけではなく、玩具の世界観を提供しなさい、マーケティングはこうやりなさい……いろいろ言うことはできます。


    　でも、それは今になって振り返ってみるから言えることで、リカちゃんを開発した当時、人生ゲームを開発した当時、トランスフォーマーを開発した当時には、なにもわからないまま試行錯誤をしていたのです。定番化の手法とは、いろいろなことをやりながら、ひとつずつ覚えていったことです。


    　私の人生は、まさに「人生ゲーム」だったと思います。なにもないところからスタートし、１マス１マス、自分の人生を進めてきました。ときには「ふりだしに戻る」というようなこともありました。


    　まさに人生ゲームのテレビＣＭの文句そのままに「人生、山あり、谷あり」だったのです。その山や谷を越えてくることができたのは、私がいつも「自分を成長させていくのだ」と強く思い続けてきたからだと思います。


    



    ５年を１マスと考える人生ゲームを生きなさい


    



    　人生ゲームのゴールは「億万長者」です。もちろん、これはゲームでの話で、ほんとうの人生のゴールは億万長者だけではありません。それは人それぞれでしょう。


    　私自身、子どものころは、「とにかく腹いっぱい食べたい」しか頭にありませんでした。タカラを創業してからも「会社を成長させたい」「売上を伸ばしたい」ということばかりで、８０歳を超えて、ようやく「どうやら私の人生の目標はこれだったのか」とはっきりしてきたのです。


    　大切なことは、「いつも自分を成長させてきた」ということです。


    　よく若い人に向かって、「人生の目標をもちなさい」とアドバイスする人や、「目標をもたなければいけない」と説教をする人までいます。しかし、私は自分が１０代だったころ、２０代だったころを振り返ってみると、決して「人生の目標がわかっていた」などとは言えません。


    「お腹いっぱい食べたい」「会社の売上を伸ばしたい」などといった、目先のことだけ考えて生きてきました。だから、私は若い人に「人生の目標があったとしたら、素晴らしいことだ」とアドバイスはできますが、「もたなければいけない」とお説教することはできません。


    　むしろ、私は「まずは５年先を考えなさい」と言いたいのです。「５年先にどんな自分になっていたいか」を思い描き、そして今の自分に足りないことはなになのかを点検し、その足りない部分を補うように努力していく。


    　企業でも、長期のビジョン、社のミッションという遠大な目標を掲げます。しかし、実際に会社を動かしているのは、５年の中期計画です。５年以上の計画を立てても、環境が変わってしまい、結局途中で変更しなければならなくなってしまいがちです。


    　人生も同じです。ビジョン、究極の目標はあった方がいい。でも、それをはっきりと意識することは難しい。ですから、まずは目先の５年先を考えて、自分をいかに成長させていくかを考える。この５年をどんどん積み重ねていくうちに、あなたの中にあった人生の究極の目標がはっきりとしてくるはずです。


    　つまり、人生は人生ゲームなのです。１マス５年で、自分を成長させていく人生ゲームです。そして、「あがり」はあなたの究極の目標です。その「あがり」がなんであるか。億万長者なのか、幸せな人生なのか、それは１マス５年の人生ゲームで、山を越え、谷を渡るうちに次第にはっきりとしてくるでしょう。


    　いちばんよくないのは、スタート地点に立ち止まってルーレットも回さずに、ゴール＝目標がなにであるかを考え続けてしまうことです。


    　２０年、３０年しか人生経験を積んできていない若者に、５０年先の自分が見通せるはずがありません。私もそうでした。ですから、目の前の５年先の目標だけを考えて、そこに全力をつくしなさい。


    　いまや人生は１００年、１マス５年として２０マスの人生ゲームです。


    　まずは人生ゲームのルーレットを回して、５年先までマスを前に進めなさいと言いたいのです。
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    　私が初めて捜査本部に足を踏み入れたのは、警視庁某警察署管内で発生した放火殺人事件でした。


    　事件概要は容疑者Ｘが被害者を殺害した後、証拠を隠滅するために放火し、被害者宅を全焼させたというものです。法律的には殺人罪（刑法一九九条により死刑または無期懲役もしくは五年以上の懲役）、現住建造物放火（刑法一〇八条により死刑または無期懲役もしくは五年以上の懲役）が成立する重大犯罪でした。


    　その警察署の捜査本部は普段、大きな会議などで使用している講堂内に設置されており、班ごとに机が置かれて島が形成されていました。


    　捜査員は本庁からきている刑事部捜査一課のメンバーと、所轄刑事課の強行犯係を中心とした混合チームでした。


    　現在はどうかわかりませんが、当時は捜査本部内で節目節目で頻繁に飲み会をやっていました。犯人を検挙して検察庁へ送致したときなど、捜査本部全体で慰労会を兼ねた飲み会をしたものです。


    　その捜査本部では全捜査員の地道な努力が実を結んで、最終的に犯人検挙に至ることができ、捜査本部は目標達成によりめでたく解散しました。


    



    　刑事ドラマなどでよく「捜査本部」が舞台として登場します。「捜査本部」ですから「捜査」する「本部」ということですが、具体的にはどういう人たちが何をしているのか秘密のベールに包まれています。


    　本書ではそのベールの内側に迫ります。


    　さらに、全体を通して捜査本部というすごい仕組みについて考えていきますが、その過程で明らかになる捜査本部の組織としての力を鍛えるノウハウは、多くの民間企業にもあてはまるものです。


    　捜査本部について学んでいるうちに、いつのまにか自分たちの会社で活かせるノウハウについても、みなさまは勉強することになるでしょう。


    　基本的に本書では捜査本部を中心としつつ、前半部分は警察組織の概要（第一章）、刑事事件捜査のやり方（第二章）、捜査本部の仕組み（第三章）、捜査本部の人材となる優秀な捜査員を育成するための警察学校での教育（第四章）について解説します。


    　私はかつて警察庁、警視庁に所属し、刑事部で刑事事件の捜査に従事した経験があります。そのため、第一章から第四章までは主に私が警視庁に出向して現場で捜査していたときの経験に基づいて書いています。


    　この前半部分で捜査本部や警察の優れた点を学び、後半部分では現在の私が有する経営学の知識なども使いながら、ただでさえ優れている捜査本部が、さらに強い組織となるための方策についても考えていきます。もちろん、本書の想定される読者層は警察好き、もしくは捜査本部好きと考えられますから、そういった方々も楽しめるよう、細心の注意を払いながら持論を展開していきます。


    　第五章では、仲の悪い刑事部と公安部について触れます。みなさまの会社でも、何かと張り合う仲の悪い部署が存在するのではないでしょうか。しかし、そういった部署は概して会社のエース級の部署だったりします。この両者が仲良く相乗効果を生み出せば、もっともっと会社にとって良い成果を出すことができるでしょう。警察の場合、それが刑事部と公安部の関係となります。


    　そして、第六章では経営学的視点から理想の捜査本部について考えます。私は元警察官僚で、現在は弁護士、さらにＭＢＡ（経営学修士）も取得しているという経歴を有しています。その私だからこそ提唱できる、捜査本部をさらにパワーアップさせる仕組みについて、本章では解説します。経営学に興味のあるビジネスパーソンの方にも楽しんでいただける内容になっていると思います。


    　また、私は警察庁退官後、警察に検挙された被疑者、被告人の弁護を担当する立場（弁護士）となったことから、警察組織を外部から客観的に見られるようになりました。そのため、第七章は弁護士の立場から警察組織をよりよくするための願いを込め、「もっと強い警察を目指せ！」と題して、冤罪事件や隠蔽を防ぐための方法について考えていきます。本書の趣旨からは少し外れるかもしれませんが、捜査本部、ひいては警察を愛する一人の人間として、本章で触れる改革案がよりよい捜査本部の仕組みにつながることを願ってやみません。


    



    　それではみなさま「捜査本部」というすごい仕組みに迫る旅へ、一緒に出発しましょう。


    



    二〇一三年一月　澤井康生
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    １９７１年生まれ、早稲田大学政治経済学部卒。警察庁入庁後は生活安全局等において法令の制定・改廃、警察行政の企画・立案業務に携わる。警視庁出向時は地下鉄サリン事件をはじめとする一連のオウム真理教事件や殺人事件、放火事件、広域窃盗事件等の捜査に従事。警察庁退官後、旧司法試験に合格し、司法修習生を経て、東京弁護士会に弁護士登録。その後は弁護士として活躍するとともに早稲田大学大学院ファイナンス研究科に入学し、ファイナンスＭＢＡも取得。現在は東京新生法律事務所にて一般民事事件、家事事件、企業法務、刑事事件等を幅広く手がけるとともに非常勤裁判官も兼任。
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OEBPS/Misc/GOLFPLANET07.txt
何故にパターのグリップは膨大な種類なのか？

　ゴルフ歴と使用したパター履歴は比例する人が多い。１０年で２０本なんて人は極端な例であるが、１０年で３〜５本位が一般的であると思う。

　終わりよければ全て良し、などといわれるが、ゴルフプレーにおいても、やはり最後を締めくくる道具は重要なものである。ドライバーはパー３など使用しないホールがあるが、パターは基本的には全ホールで使用される道具である。

　さて、パターは様々な種類があり、年間に何本も新しいヘッドデザインが発表されては消えていくことは言うまでもない。今回はヘッドではなく、そのグリップに注目してみたい。

　通常のグリップは丸い形である。しかし、パターのグリップは平らになった部分があるもの、限りなく四角形に近いもの、それらの違ったバージョンと様々な形が存在する。デザインは同じでも太さが違うものもあり、その種類はざっと数えても２０種類にはなると思われる。グリップメーカーが作っているもの、パターメーカーがオリジナルとして作っているもの、見ているだけでも面白いものである。自分が現在どういうものを使っているか、また、使ってきたか、その辺をもう一度確認してから、話を進めていこう。

　ラインに対して平行に動かす時に、平らな面があるというのは非常に心強いものである。多くのパターが面がある形状をしているのは、そのような理由が支持されてきた結果であると思われる。

　細いものと太いものがあるのも興味深い。

　ここ３年で最も変わったのは、極太のグリップの登場であろう。通常のグリップの２倍はあるようなグリップは、実は過去にも登場した歴史がある。過去に出たグリップが消えてしまったのは時代の流れであると思われるが、現在流行している極太グリップと決定的に違うのはその固さである。現在流行っている極太グリップは驚くほど軟らかいのだ。持ったときに指がグリップの中に沈んでいくような感触がするのに、初めての場合は一様に驚くのではないかと思われる。

　私は細いグリップが好きなので、極太を試すことはないと思うが、指がしっくりとグリップしない悩みを持っている人や、引っかけて強くボールを打ってしまう癖がある人には非常に合うグリップだと感じるので、試してみる価値はある。

　グリップの好みが確定するのは、かなり次元が高い話である。私自身、細いグリップが好きだという事が分かるまではずいぶんと痛い目に遭ってきた。日本のプロやトップアマの間では、太いグリップ＝上手いみたいな定石があって、何度も太いグリップに挑戦しては、距離感や方向性に自信を失っていた。結果的に、最初に使ったパターのグリップや、長く使ったパターのグリップの影響を受けて、好みは決まっていくものである。

　２０数年のゴルフ歴の中で、少なくとも１５年間はピンのパターを使用し、ピンのグリップをそのまま使ってきた私は、知らず知らずのうちに自分のベースの中にピンのグリップを取り込んでいたようである。

　昨年末にオデッセイのパターに変更し、オリジナルのグリップで２Ｒほどプレーして出した結論は『このグリップはダメだと』ということである。指先というか、手の平というか、接している感触が大きい感じがするのである。結果的に、ただでもボールの転がりが良いパターヘッドの機能を使い切れずにプレーしていたのである。

　大晦日直前、私は始めてピンパターのグリップをピンパター以外のパターに差し込むことになった。初めてなのは理由がある。今までならパターそのものを交換していたからである。今回は、ヘッドは気に入っていたのと、最初からグリップに違和感があったから交換しようと思ったのである。

　海外のゴルフ事情に詳しい方なら、なるほど……　と思ったかもしれない。このピンパターのグリップチェンジは、昨年、タイガーが行い話題になったものだったからだ。当然、自分自身がタイガーと同列だとは夢にも思っていないが、最終的に同じになった。

　グリップを交換して、飛躍的に良くなったのは距離感だった。左手のグリップの違和感が無く、思い通りに打てるようになった賜物である。既に、今年に入って２回プレーしていたが、特に２回目のラウンドは、久しぶりに３パットが１回もないラウンドだった（レベルが低い話で恐縮だが）。

　パターは神秘のゲームである。ゴルフの中で、最も繊細でハッキリ結果が出る過酷さも持ち合わせている。

　パターそのものを交換するのも作戦としては悪くないし、むしろ積極的に行うべきである。また、グリップについてもこだわりを持つべきである。

　それを楽しみにするのには、知識だけではなく相当な練習も必要だ。練習を越えて、初めて分かる部分が楽しみの領域になるのである。

　私はパターに悩んでいる人から、どんなパターが自分にあっているか？　と質問されると、必ず同じ答えをする。

「お店に行って、最も高いパターを購入する。高額なパターに問題があるわけはないので、下手なのは自分のせいである。高い投資を無駄にしないためには、練習するしかない……　結果的にボールはカップに入るようになる」

　練習しても、結果が伴わない人へ。今回の提案である。パターのグリップを見直してみよう。軟らかい極太もあり、昔ながらの細いグリップもあり、自分に合うものがあるかもしれない。高くても数千円の投資で、とんでもない効果を得ることができる可能性がある。
（２００１年１月１１日）


スニーカータイプのスパイクは選択されたのか？


　昨年、スパイクで悩んでいると誌面で書いた。要約すると、ソフトスパイクでスニーカーみたいなタイプのシューズがあり、楽そうに見えるので履いていたいが、スニーカーでクラブハウス内をウロウロするのはあまり良いこととはいえないので、やはり無理かなぁというものだった。

　春に悩んでいたのに、結局、１２月になるまで購入はしていなかった。逆にいえば、スニーカータイプのシューズを履いてプレーする自分の姿を想像し、諸先輩方の視線を考慮した上、選択肢としてスニーカータイプのシューズは消えていたのである。

　しかし、時代の流れは私の味方をする方向に流れていたようである。秋冬のボーナス商戦で国内メーカーが出してきたソフトスパイクシューズは、見事な複合型が主流になり、見た目でスニーカーのように見えるものはほとんどなかったのである。つまり、見た目は普通のシューズでありながら、中身はスニーカーように歩きやすくなっているようであったのだ。

　それでも、半信半疑だった。普通のシューズで十分であると、心のどこかで決めつけている自分がいたのである。

　そんな思いこみが正される瞬間が来たのは、昨年末のことだった。ひょんな事から最新機能を搭載したソフトスパイクをいただけることになったのである。あるコースのイベントで、ミズノ製の見た目は普通のシューズで中身はスニーカーのようなソフトスパイクシューズをいただいたのである。

　家に持ち帰って、じっくりと観察する。告白すると、気に入らなければヤフーオークションにでも出してしまおうかと思っていた。

　外見は全く問題なかった。それどころか、白と黒のツートンのシューズは個人的な好みにピッタリであった。しかし、シューズの紐の部分はスニーカー用の平たい紐で複雑に交差するタイプであった。デザインとしては合格だが、複雑に交差する紐の意味はあるのか？　と難癖をつけている自分。

　そして、最も気になったのは、底の部分である。土踏まずに大きな穴が開いていて、どうやらカーボンで補強されているようである。また、全体に厚みがあるような気がした。

　百聞は意見にしかず。とりあえず、履いてみよう。そう考えた。ちょうど、１月の最初の週末に足腰を鍛える意味もありメンバーになっているコースに行く予定があった。アップダウンがあるコースの方が、シューズの機能もわかりやすいであろうと考えた……。

　結論として、驚愕するほど素晴らしかった。全てのシューズに当てはまるか、ミズノ製だけの特徴なのか、判断は読者自身にお任せするとして、楽に履けて疲れないというテーマには完全に答えを出してくれたのだった。

　複雑に交差する紐は、強く締めたときに、甲があるベルトゾーンだけを締める従来の概念ではなく、靴全体をあらゆる方向から締めるようにするためのものだった。土踏まずの穴も歩くときに、過去に感じたことがないほどに楽に足の裏から自分を押してくれる感じがした。

　これからは、迷わず高機能なシューズを選ぶことを誓う。過去に、競技ゴルフをしている頃は、機能最優先でシューズを選んでいたのに、現在のシューズはオールドゴルファーの定番、フットジョイであった（本当はもう一つの定番、エトニックの方が好きなのだが、この２社のシューズが悪いというわけではない）。

　シューズは全てのストロークに影響する大切な道具である。外見を無視して良いわけではないけれど（米ツアーでは規則でスニーカータイプはゴルフシューズとして相応しくないと禁止している）、打っているときの機能や歩いているときの機能に注目してみる価値はある。

　唯一、高機能シューズの特徴である底の厚さには注意が必要である。酷いメーカーでは履いた状態で２センチも高さがある。これは大変な問題だ。好んでつま先下がりのショットを毎回する事はない。通常、１センチ位は高さがあるものだが、購入する際には必ず履いて高さを確認した方が良い（見た目の高さがあっても、良いシューズは中が下げ底になっている）。

　とりあえず、シューズがストロークにどの位影響するかは、１Ｒとかの括りではなく、年間通してみると分かると思う。２１世紀を生きていくゴルファーとして、少しだけ考えてみることをお薦めする。
（２００１年１月１８日）


凍ったグリーン攻略法

　今年は特別に寒いらしい。先週、本誌のサポートマガジンであるGolf Planet Clubで、凍ったグリーンでのゴルフの話を書いたが、もう少し詳しくとリクエストがあったので、今回のテーマは凍ったグリーンの攻略法である。

　グリーンが凍っているような日は、太陽と影に敏感になる必要がある。どの方向に太陽があり、グリーンにどんなように影が出来ているのかをじっくりと観察する事が大切である。

　気温が７度を越えていて、３０分以上直射日光に当たっていれば、大概のグリーンは溶けている。溶けているグリーンを見分ける能力が、攻略の第一段階である。なお、ベントグリーンで夜の間シートで覆っていた部分は凍っていないケースが多いので、覚えていて欲しい。

　さて、凍っているグリーンに向かい合ったら、まず第一に考えることは『ハーフで平均スコアより５打は悪くなっても良し』と言い聞かせることである。凍ったグリーンは、非常に手強い。普通通りにできるなんて考えて、熱くなったりしたら間違いなく自滅してしまう。まずは、冷静に異常な事態に対応するために、目標を下げることが大事である。

　そして、攻略の第１段はクラブの選択である。優先順位を整理しよう。

　�@手前から転がす選択は可能か
　�Aグリーンとグリーンの間は狙えるか※
　�B奥に行っても大丈夫か

　※凍っているのは高麗グリーンが多いため、自動的に２グリーンが考えられる。

　手前に何もないなら、普通に使う番手を短く持って若干トップ目に打ち、転がして乗せるという方法が最も理想的である。クラブを思い切って短く握ると結構簡単に低いボールは打てるものである。

　手前にバンカーなどがある場合、凍ったグリーンに向かって打つバンカーショットは止まりが計算できず、難しいショットになるので避けなければならない。グリーンとグリーンの間を狙うことを考える。これは普通に打てばよい。ラフは多少凍っていてもボールは止まるし、フェアウェイも同様にボールが跳ねたりすることは少ない。

　手前も横も駄目なときは、奥が大丈夫かを考える。奥が大丈夫な場合は、普通にグリーンに向かって打てば良い。ボールはテーブルの上にボールを落としたように、跳ねながら奥へこぼれて行く。

　全ての方向に対してダメだった場合は、ピンから一番遠いバンカーを狙おう。ピンが手前にある場合は、寄せようがないが、ピンとの距離があれば手前にボールを落として、コロコロと転がって寄ることは有り得るからである。

　さて、狙い通りグリーンにボールが乗れば最高であるが、そうでない場合のアプローチが問題である。これは、迷わず『テキサス・ウェッジ』である。冬場のグリーン周りでは、パターを味方にした者が勝つのである。アプローチで高さを出したものや、スピンが掛かったものは、普段では考えられない結果が出てしまうことが多い。上手くいったのに結果が伴わない場合のショックは、自滅する要素として十分である。

　例えば、３０ヤードのパッティングなどやったことがない、という人は、１５ヤードのパッティングを思い出してほしい。その２倍、振り幅を出せばそれで良い。変に強く打ったり、速く振ったりする必要はない。意外とパターはボールを飛ばすことができるのである。私は冬場になると練習場で１０球程度ボールを打つことがある。３０ヤード、３５ヤード、４０ヤードと慣れれば気持ちが良いほど簡単に打つことができる。

　また、ラフやフェアウェイの転がりのロスを計算できないと言う人もいる。これは、秘技がある。ラフはとにかく、フェアウェイに関しては、距離を０・５倍分だけ足すのである。例えば、フェアウェイが４ヤード、グリーンに乗ってピンまで１０ヤードだったとしたら、１６ヤード分打てば良いのである。信じた者は救われる。信じた者が勝ちである。

　ゴルフを頭を使うものであると考える人にとっては、凍ったグリーンは最高の舞台である。頭を使って、最小限のロスでスコアを作っていくのは快感である。

　何ホールか我慢すれば、グリーンが溶ける第２のスタートが待っている。そこまでで、終わってしまわないようにするための手段を持っていれば、ゲームを制するのは誰であるか、自ずと答えは出る。
（２００１年１月２５日）


室内で練習しよう〜２１世紀最初の一歩

　冬の間は雪で閉ざされて全く練習もできない地方にお住みの方々からメールが来る。読みながら、辛いだろうなぁ、と自分に当てはめてみて背筋が寒くなる。

　雪の景色は美しいが、美しいものはおしなべて残酷である。だから、降る雪を下から見上げると灰色に見えるのだ……。自棄を起こして、もう詩人になるしかない。

　春はすぐそこまで来ている。
　今回は室内で出来る春を待つ練習がテーマである。

　どこの家にも壁、または、壁に類似するものはあると思う。使うのは、これだけである。そして、注目するポイントは体の右サイドである（利き手が右の場合、以後同様。）

　まず最初に、スイングにおける右サイドの動きで比較的簡単に上達するポイントについて書こう。

　スイングは、極論を言えば回転する動きである。回転運動の場合、中心点に安定性がないと不安定な回転になってしまう。不安定な回転の最大の弱点は、スピードが速くならないことである。回転運動においてスピードは、皮肉なことに安定させるための要素の一つでなのである。独楽を思い出せば分かる。速く回転するほど独楽も安定するからである。

　ただし、右に回転するバックスイングでは、スピードは不要である。重要なのはボールを打つための左回転のスピードなのだが、これを速めるのには準備が必要である。その準備がバックスイング時の右サイドにあるのだ。

　中心点を安定させ、スピードがある回転をするために、必要な要素はたくさんある。そして、一つ一つが干渉している要素が多く複雑であるといえる。だから、基本で絶対である部分というのが存在しない。

　だが、強いて書くことにする。これから書くことは、基本ではない。しかし、多くの場合に簡単にスイングに必要な要素を満たすことができるので、チャレンジをして欲しい。

　壁を使う。極めて単調でつまらない練習方法である（経験から言えば、単調でつまらない練習方法ほど身になるものだったが）。

　壁に右足を付ける。目標方向は壁と直角の方向である。そして、ボディのみのシャドースイング（本当にボールを打つように手は胸の前に組んで、体だけをターンさせる）。

壁と肩が平行になるであろうか？　これは、おまけみたいなチェックである。本当に感じて欲しいのは、右膝、右太股、右腰が壁に当たったりしないということである。右腰に関しては、少し離れていく感じが正しい。

　これが、中心点がしっかりして、スピードが出るスイングの準備になる練習方法なのである。

　コツがあるとすると、右膝を止めることである。気持ち深く曲げた方が止めやすいことは、練習の中で覚えられる。しばらくは、右膝を意識して、この練習方法を繰り返すと、春には確実に結果が出るはずである。

　多くのプロゴルファーの右膝はバックスイングでは動かない（例外の代表選手は丸山プロ）。

　退屈な練習ほど冬に向いているとも言える。春を待ちながら、毎晩３０スイングすれば、２１世紀最初の春をより楽しめるかもしれない。
（２００１年２月１日）


ボール戦争２００１（第２フェーズ）

　Golf Planet Clubという有料のメールマガジンを購読している方はご存じだと思うが、ニューボールの使用レポートを書こうと企画している。

　一昨年、昨年は「チタン戦争」または「３００ＣＣ戦争」が盛り上がった（決着は持ち越しているが）．今年は「新世代ボール戦争」である。

　昨年、早々にブリヂストンのツアーステージU-SPINの使用レポートを掲載し、その後も、ウレタンカバーのボールについては誌面にて書いてきている。元々のゴルフ屋魂に、マーケティングの仕事をしているハウツーが加わったのだから、注目されそうなギアについてのベクトルには自信があった。まさに、ジャストミートである。

　書こうとしているレポートの題材は、キャロウェイのルール３５についてであるが、雪のお陰で完全にストップしてしまっている。

　そんな中でも、情報は乱れ飛んでいた。

　タイトリスト・プロＶ１は米ツアーを今年も席巻しているし、米ツアーのアンダー記録も作ってしまった。日本でも、並行輸入だが一部のショップでは手に入るようだ。

　ブリヂストンはU-SPINの新バージョンを春に発売すると発表した。

　キャロウェイのルール３５も、ディスタンス（距離が出るタイプ）系の新製品を出すらしい（今度は５個入りでなく、３個入れらしいので、買いやすくなる）。

　そして、バイアグラ・ボール、ミスターレディボールの噂である。

　ブリヂストン（以後、ＢＳと表記）はこの手の口コミ情報的な手法を使用することが、昔からうまいメーカーであるといわれてきたが、今回の発信地はやはり米国である。米国でＢＳは「プリセプト」という銘柄でボールを販売している。そのラインアップの女性用ボールであるＭＣレディというボールが、滅茶苦茶に飛ぶというのである。詳細は、ＢＳのＨＰ等にも既にアップされているし、全国紙の夕刊やゴルフ週刊誌でも記事になっていたから、知っている人も多いであろう。

　女性用ボールが男性用ボールより飛ぶという前代未聞の話には、ルールの盲点という指摘もある。

　通常の男性用ボールは決められたヘッドスピードで打ち出した時にこれより飛んだらダメですよというルール内で作られる。実際にはそれを無視すれば飛ぶボールを作ることは可能であるが、強いて、飛びすぎないようにギリギリの調整をしてボールは作られるのである。

　しかし、女性用のボールの開発では設定しているヘッドスピードが低いので、男性ベースのルールのクリアに対して調整をしないで開発され、この偶然が生まれたという説だ。

　飛ぶだけではなく、女性用故の軟らかさでボールの止まりも良く、打ち出し角度も高めで夢のボールだと噂されている。

　ルール３５のレポートもまだなのに、米国の友人にメールを書く。雪で大変ですなんて近況報告をして、妻が欲しがっているので、と嘘を書いてプリセプト・ＭＣレディが手に入るか尋ねる。

持つべきものは友人である。「君も使うと思ったので……」即、４ダースも送ってもらった（今号が発行されている時は、手元に届いているだろう）。彼も使用してみたが、ツアーアキュラシーと比較して０・５番手位は飛んでいると書いてきた（ついでに、値段が安い。米国では１個＄1.50位とのこと）。

　ますます、ルール３５使用レポートの完成が遅れそうな気配。一体、いつになったら私の使用ボールが決まるのか？　今まで、飛ぶというファクターでボールのチョイスをしたことはなかったのに……　悲しいと感じながらもワクワクする。

　ボール戦争2001は、早くも第２段階に入った。
　私も完全に巻き込まれてしまった（勝者になるぞ！）。
（２００１年２月８日）


一気に使用レポート２００１冬

　使用レポートを書くために、と言い訳しながら自らの物欲を満たしている今日この頃。今回は一気に新しい道具（一部はそうでもない）の使用レポートをお届けしよう。

●ルール35（キャロウェイ）
　まず第一に、値段が安い。オープンプライスではあるが、高いところでも１個５００円台、安いところなら３００円台で購入できるボールは、それだけでも合格としても良い。
　機能的には、青（ソフト）の方は、異常なほど軟らかく、飛びにくいという特徴を持っている以外には特に書くことがない。
　注目は、赤のほうである。このボールは、とりあえず欲しいと思える機能を全て持っている。ある程度の飛び、アイアンではそれなりに止まる、長いクラブで打ったときの低スピン。

　飛びについては、決して飛ばないボールではないが、飛びきって飛ぶボールでもない。面白いのは、スピン性能である。長いクラブで大きくつぶして打つとスピンはあまり掛からず、チップショットなどで表面だけしか変形しないケースの方がスピンが強く掛かるようである。この面白い性能がもたらすのは、ドライバーは曲がりにくく落ちてから転がりが多くなり、コントロールして打つショットは逆にスピンが効くということなのである。

　そして、パターの感覚も決して悪くない。

　総合的に見て、コストを考えれば非常に良いボールである。ある程度のレベルのプレーが出来る人であれば、その面白さを満喫できるはずである。しかし、あまりパワーがない人にはお薦めできない。強い押し潰しがあって初めて機能する低スピンによる恩恵を受けることが出来ないからである。


●プリセプトMCレディ（ブリヂストン）
　結論から書くと、驚くほど飛ぶというのは、私に関しては実感することができなかった。
　しかし、平均的なヘッドスピードであれば、ヘッドスピード以上の伸びがあるボールを打てるようである（ご一緒した６０代の男性に使ってもらったのを見て）。ただし、ボールが曲がりやすいという両刃の剣でもあるが。

　むしろ、アプローチの際のスピンの効き具合が良いことの方に注目するべきであろう。普段なら、スピンと縁がないアプローチをしている人でも気持ち良くスピンの効いたボールが打てるはずだ。糸巻きの止まり方ってこうなんだよね、と納得できる（もちろん２ピースなのだが）。

　そして、気になる点が一つ。
　パッティングで打ったボールの弾きが非常に良いのである。いわゆる初速が速くなるのではない。ただ単純に転がりが良いのである。転がりが良いというのは、決して悪いことではない。むしろ、良いことである。ある程度のプレーをする人であれば、間違いなく転がりの良いボールを打つことができる。
　しかし、それにも限度というか、限界があると私は思う。このボールは、その上限を破るような転がりを見せる。極端にいえば、曲がるラインが曲がらないと言うような現象が起きる時があるようである。


●ツアーアクションREG.588 60°（クリープランド）
　ＳＷについて長い間誤解していた。ＳＷはあくまでもバンカーショット用であり、その他の用途で使用できなくても良い、今までそう思ってきた。他の用途で使用できるように設計されていれば、その分だけバンカー用としての機能が損なわれるような気がしていた（これについては、未だにそう思っている部分もある）。

　このＳＷ（メーカーとしてはこのロフトのものはＬＷ・ロブウェッジと読んでいるようだが）を手にして、考え方が変わった。バンカーショットはもちろんのこと、スルーザグリーンの様々なシーンでこのクラブは使える。それも、とても気持ちが良くである。

　ただし、いずれも技術に対して答えてくれるというレベルである。ＳＷの使用感は、バンスの効きとフェースコントロール（トウ側が思い通りに動く）がポイントだと思う。例えば、バンカー用のＳＷであれば、バンスの効いたものが絶対条件である（あくまでも一般的には）。しかし、バンスが効き過ぎているものは、フェアウェイからは使いにくい。
　このクラブのバンスは少な過ぎず、多すぎず、よく言えばバランスが良く、悪く言えば中途半端な印象を持つ。打ってみると、このバンスがあまり気にならない。つまり、少なく感じるのである。それでいて、バンスはしっかりと働いてくれる。

　ただ、バンカーショットに関しては、バンスが少ない影響でザックリと深くヘッドが入る現象をクラブでは消化できない。よって、クラブの入り具合をコントロールできる技術が必要である。

　結論として、色々な状況で単純にボールを上げるための道具として、このＳＷは非常に強い武器になると思う。また、ボールがフェースに当たる位置での距離の差がＳＷには宿命のようにまとわりついてきたが、このＳＷはゼロではないにしろ、差がかなり少なくなっているのも見逃せないセールスポイントといえる。技術に自信がある方にお薦めである。
（２００１年２月１５日）


今そこにある危機

　三寒四温などといって、少しだけ春を感じたりしている。しかし、寒い地方のゴルファーの雪解けはまだまだ遠い。今回は、そんな環境の読者のために冬場のトレーニングがテーマである。

とても単純な話なのであるが、体力アップはスキーなどのウィンタースポーツに優る物はない。楽しんで体力が付くのであれば、最高のトレーニングである（怪我には気を付けるべきであるが）。

　私も競技ゴルフに出ていた頃は、毎年冬になるとスキーで山籠もりしていた。多い年では１シーズンで４０日もスキーをした。春になると、それは飛距離アップという作用を発揮した（その後がだらしないので、夏までに作用は消えてしまうのだけど）。

　最近では、具体的にどの筋肉を鍛えれば良いのか？　と質問されることが多いが、それは個々で違うケースもあり答えにくい。原則的には、背筋、腹筋、腕の内側の筋肉、足全般などといわれているが、正直な話、良くわからない。

　それよりも、冬の簡単なトレーニングとしてお薦めしたいものがある。肩の関節の柔軟性をアップするトレーニングである。

　ゴルファーに資質が必要であるとすれば、肩の関節の柔軟性は外せないものだと思う。チェックも含めて、柔軟性を高めておきたい。ショットの飛距離にも、コントロールにも、肩の関節の柔軟性は非常に大きく関わっているといわれているからだ。

　では、やり方を説明しよう。ドライバーを両手で持つ。端と端を持つことが肝心である。持ち方は鉄棒を上から握る感じで、手の甲が上を向くようにする。

　その状態で手は離さずに、クラブを頭上に上げる。そして、そのまま背中側にクラブを持っていくのである。

　無理は禁物である。できるところまでで良い。

　背中に回す時、両手をクラブから離しては駄目であるが、手を曲げたり、左右に傾いてしまっても構わない。背中側まで手を離さずにクラブが来れば合格である。

　できた人は、徐々にクラブを短くしていき、最終的にはウェッジでやってみる。これで完璧である。

　できなくても悲観しなくて良い。毎日、何回かチャレンジしているうちにできるようになる。何もウェッジまでできなくても良いのだ。ドライバーでできるようになれば、それで十分である（年齢や目指すものにもよるが）。

　この肩の関節のエクササイズは、準備運動としても効果的であるし、プレッシャーが掛かったときの回除法としても用いられている。是非、取り入れて欲しい。

　ちなみに、私は、ウェッジで軽々と……　と久しぶりにやってみたら、２番アイアンでもきついことが判明。人のことより、自分のこと。毎晩、トレーニングしようと誓った。
（２００１年２月２２日）


ドライバーで飛ばそう

　よく大きさを比較する基準として『東京ドーム○○個分』などという表現がある。東京ドームのセンター方向にホームランを打つには１５０ヤードも打てばＯＫである。ゴルファーにとって、野球のホームランの飛距離など短いアイアンで十分打てるのである。

　さて、では東京ドーム２個分ならどうであろうか？　自慢のドライバーを振り回してチャレンジして見る価値はある。

　何度か誌面でも触れているが、ここ数年のドライバーショットの平均飛距離は飛躍的な伸び方をしていると感じている。道具の影響とドローボールを持ち球にする傾向の賜物だと思う。

　しかし、そんな中、飛ばないと悩んでいる仲間も多い。今回のテーマはドライバーを飛ぶ武器にする方法についてである。誌面の関係もあり、出来るだけシンプルに書いていこうと思う。

�@芯に当てることが第一
　どんなに高性能のドライバーでも、芯に当たらなければ飛ばない。ややトウ側のやや高い位置に当てると最も飛ぶという話があるが、まずは芯に当てるのが先決。芯に当たらなければ、どんなに速いヘッドスピードも無意味である。芯に当てやすいスイングにこだわることが、平均飛距離アップの第一歩である。

�A球筋の安定
　ドライバーが上手な人の共通点は、球筋が安定していることである。球筋が安定しているという意味は、ドローだったらドロー一筋ということである。
　球筋はドローである必要はない。フェードでもＯＫ。普通に振って出る自信がある方をチョイスすればよい。同じ曲がり方を求めるのは贅沢である。違うサイドに曲がらなければ良い。同じサイドに曲がる自信があれば、狙いは大きく広がる。まずは同じサイドに曲がるように練習すること。
　ホールによって球筋を変更しているイメージの人は、大概がドライバー下手である。

�B目を慣らそう
　自分のボールが落ちる位置を打つ前に確認しよう。架空のグリーンをイメージしても良い。どのように飛んで、どこに止まるのか、目から入ってくる情報が正確であれば、体の反応がスムーズになる。簡単に書いているが、これは経験の領域ですぐにできる性質のものではない。しかし、無意識にせよ、イメージとスイングは切っては切れない関係が成り立つことは間違いない。イメージのミスジャッジで、ドライバーが上手くいかない人はたくさんいる。飛ぶ人の視線は、自然と遠くなっている。

�C打つ前に全ては決まっている
　アドレスの段階で全ては決まっているといえる。ドライバーのように飛距離が出るものは、細かい微調整がしにくい。だから、最初のセットアップがより重要なのである。
　ボールが飛び出す方向に向いているか、ボールの位置は大丈夫か、最低でも、この２点については意識したい。正しくセットアップする方法を知っていたい。

�D制止する瞬間はあっても良いが、時間は不要である
　ドライバーに限らず、アドレスで全く動かないのは恐ろしい。足を動かし、ワッグルをして、方向を確認して、決まったと感じたら、そのまま打つ。この一連の動作に長い制止は必要ない。
　上手いプレーヤーは、例外なく、制止しているのは一瞬である。アドレスの間は、必ずどこかしらが動いている。参考にするべきである。

�E強いてスイングなんて考えない

　インサイドに引く、飛行線と真っ直ぐに引く、左腕は伸ばして……そんなことは、練習場で考えて欲しい。
　飛ばそうと考えず、ボールの芯にクラブフェイスの当たることだけを考えて振り切る。振り切るのに力はいらない。フィニッシュをきれいに取れることを意識して実行すればよい。
　コンマ数秒に人間が何かできるなんて考えたら、飛ばしだけでなくゴルフそのものが難解なものになる。

　以上が、コツである。

　当たり前だと思ったかもしれない。それは正しい。何一つとして、奇想天外なことは書いていない。当たり前のことを当たり前に実行することが、最も簡単に成功する方法であることは、ふだんの生活でも嫌というほど経験しているはずである。ゴルフにおいても同様である。

　春に向けて、ドライバーを武器にできるように磨きをかけよう。
（２００１年３月１日）


キャディバッグを覗いてみれば

　いよいよ日本にもゴルフシーズンがやってくる。個人的にはマスターズウィーク（４月第２週位）が、シーズンインと感じる時期なのだが、日に日に暖かくなってくると頭はゴルフのことで一杯になってしまう。

　少なくとも毎週練習場でボールを打っているある程度のレベルのゴルファーなら、気温が上がってくることでボールが徐々に飛びだしてくる感覚を味わっているのだと想像する。

　ある日突然、シーズン中の飛距離に戻る。
　まさに冬眠から目覚めるような感覚……

　こんな時期、もう一つだけ確認しなければいけないことがある。キャディバッグの中の１４本の再点検である。

　もちろん、グリップの痛み具合から始まる。差し替えるなら早い方が良い。シーズンが始まって、体が完全に慣れてから基本であるグリップを変えるのは勇気が必要である。微妙な違和感が、スイング全体をおかしくしてしまう例は、古今東西数え切れない。

　そして、よく考えてみよう。
　１４本の中に不要なクラブはないか？
　選手交代するクラブはないか？

　１４本のクラブ制限というルールは、結果的にゴルフを面白いものに進化させたと思う。パターを持たないというのは非現実的なので、パターを除いた１３本の組合せはプレーヤーを悩ませる。

　アイアンは１０本必要なのか？　よくいわれることであるが、ロングアイアンが新品のままである場合が結構多い。そうであるなら、無くても大丈夫なのである。代わりに、７番ウッドや９番ウッドを入れる自らのゴルフを想像できれば、チャレンジしてみる価値はある。

　ウェッジのセッティングはそのままで大丈夫なのか？　ＰＷ、ＦＷ（またはＡＷ）、ＳＷをどのように使い分けているのか、完璧に説明できる人は少ない。何となく入れているのなら、この機会に考えてみれば良い。

　いずれにしても、ベストなセッティングなんて存在しないことは間違いない。しかし、ベターなセッティングは存在する。だから、キャディバッグの中は面白いのである。

　一つ一つの存在理由をできる限り説明できるようにしたい。それができずに、コース戦略なんて語れはしない。語れるつもりでいるとしたら、それは空論である。武器の性能や特徴を知らずして、戦略など練れる訳がない。

　選手交代もこの時期が最も良い。新しいクラブと交換しようと思っているものはないであろうか。

　これについては、１４本全てのクラブが対象であり、先程除外したパターなどは、ある意味、最適である。

　財布の中身と相談しながら、その性能や特徴から新戦力の加入を考えるのは、ゴルフの悩みの中で最高のものである。お金で買える唯一のスコアがゴルフ道具である、なんて開き直れば、それもまた道である。

　春が来ると感じたら、キャディバッグの中を覗いてみよう。自分自身のゴルフと向き合える瞬間が、そこにはある。
（２００１年３月１５日）


ＬＷと呼ばれるＳＷの考察

　９番アイアンよりロフトが寝ているアイアンをウェッジと分類したとする。数字を上げて言えば、ロフト４７度位より多いものがウェッジである（国内各社のカタログ値を見て大まかに判断すると）。

　ウェッジの中で、４８度前後のものは、一応、ピッチングウェッジ（以後ＰＷ）と呼ばれていて、多くの場合はフルショットで多用される前提で現代では設計されている。

５２度前後のものをアプローチウェッジ、オールターネードウェッジ（以後ＡＷ）、フェアウェイウェッジ、フェンスネスウェッジ（以後ＦＷ）、ピッチング・サンド（以後ＰＳ）などと呼ぶ。呼び方がたくさんあるのは、それだけ需要がある証拠で、多くのゴルファーはこの辺りのロフトに救いを求めている。

　そして、今回のテーマであるサンドウェッジ（以後、ＳＷ）である。５６度前後のものが多いが、最近では、５８度以上あるものをロブウェッジ、ラップウェッジ（以後ＬＷ）と呼び、別に分類するメーカーもある。本誌は、ＬＷはＳＷの種類として書いているが、読者の皆様はご自分の判断で分類していただいて結構である。

　ＬＷが世に出てきた歴史は以外に古い。５０年前のクラブにも６０度というロフトを持ったクラブがある。しかし、現在のように多くのプロのバッグにさり気なく入っているようになったのは、つい最近のことである。理由は、当然、需要もある。より難しい状況で高く止まるボールを打ちやすくと考えるのは、厳しい環境で戦うプロならでは自然の欲求である。でも、それだけではない。欲求は昔からあった訳で、今に始まったことではないからだ。急にスタンダードになってきたのは、欲求に耐えるだけの性能を持ったＬＷが出現したということも、大きな理由である。

　ロフトが増えると、フェースと擦れるように当たるために距離のばらつきが大きいことが、ＬＷが持つ宿命的、かつ致命的な弱点であった。しかし、最近のＬＷはその辺りが大きく改善されている。ヒール側のフェース厚を薄くし、トウ側を厚くしながら、ソールのバンス（底にある厚み）と幅の調整が上手くいった結果であろう。

　結果的に、ＬＷは非常に多方面で活躍できる可能性を持った。

　例えば、６０度のＬＷを使用したと仮定しよう。５２度のＡＷでフルスイングにて１００ヤード飛ばす人がいたとすると、７０ヤードのアプローチは単純に考えればスリークォーター（４分の３）である。文字にするのは簡単だが、スリークォーターのショットをきっちりと実行し、かつ、同じ距離を打つのが難しいのは、ゴルフをある程度やっている人なら誰でも知っている。ＬＷなら、フルスイングでＯＫである。

　応用として考えれば、同じスイングで二つの距離のアプローチができるのである。これは、間違いなくゴルフを簡単にする。

　まあ、実際の使用を考えると、微妙な距離感という意味では、ＡＷに軍配が挙がることも間違いないので、手放しに喜ぶわけにもいかないのであるが……。

　自分のゴルフに当てはめてみるとよい。小さく振りかぶって、強くボールを打っていくタイプのアプローチには、ＬＷは不向きであるが、近距離からでの大きなスイングでイメージを出して振ることができる人ならＬＷは強力な武器になる。

　更に、嬉しいことに、一部のメーカー品は新製品が出たので、値段が落ちている。１万円でおつりがくる値段で、アプローチの幅が簡単に出せるなら、購入しても後悔はしないはずだ。

　強いて、注意点を上げるなら、ＳＷとして使用するバンカー内である。
　フェースの高い位置に思い切ってボールを当てるイメージを持って、広く薄く砂を削るショットが必要になる。鋭角にヘッドを落とすようなバンカーショットには不向きである。
　深く潜りやすい性質を現在の好評価を得ているＬＷは例外なく持っている。その分、大きく跳ねずに、滑る特性をソールは持っているので、良い方法に考えた方が自らのためである。
　逆手に取れば、目玉からの脱出などには、驚異的な性能を発揮するので、それは一度経験して欲しい（あくまでも、所有していないという前提である）。

　ＬＷはアプローチの幅を増やしてくれる武器である。ただし、あくまでもＡＷやＦＷをある程度使えるという基本をマスターしていることが重要である。
（２００１年３月２２日）


ライン音痴

　もしかしたら、私はライン音痴になってしまったのかもしれない。

　生まれて初めてゴルフをプレーしたその日から、ラインを読むのに悩んだことはなかった。もちろん、それは完全に読み切れるとかいう妄言ではなく、読んだラインは概ね正しく、分からない読み切れないラインはあっても、ラインを読みながら分からないなんてグリーン上で悩んだりした経験はなかった。

　しかし、実は昨年の暮れぐらいから徐々に怪しい影が忍び寄って来る嫌な感触があった。

実は、読者の方々は本誌の内容でそれを知ることができたのである。

　例えば、Ｌ−９３というバミュータ芝のグリーンの話。例えば、プリセプトＭＣレディーというボールの話。どちらも、グリーン上で思ったのとボールの転がりが違うという内容が出てきていた。どちらも、その時点での私の責任を持った感想や考察であるが、その背景には絶対的なライン読みの自信という裏付けがあったわけである。

　その妄信的であった自信が揺らいでいる。

　ボールの後に屈んで、ホールとボールの間に集中する。その作業はほんの数秒でラインを決定できる儀式だった。後は、何回もそのイメージを頭の中で反復して自信を深める。何と簡単で素晴らしい作業であろうか？

　昨年より本格的に自らのゴルフの再生を誓った。一つ一つ、マイペースであるが着実に成果が出ていた。でも、昨年の暮れにショットがある程度打ててくると、グリーンの上で違和感があるようになった。『あれ？　このライン？』見る度にラインが違って見えることがあるようになった。

　昨年末にパターを変更しているので、その影響なのかと思っていた。しかし、その淡い期待も現実の前にはかなく消えた。

　これも試練だと、良い方向に考えて進むしかない。

　グリーンでのボールの転がりは、そのスピードでラインに対する影響度が違う。全く同じ傾斜でも、打ち出しの早い球足ではあまり影響されないが、止まり際では大きく影響される。その見極めが重要なポイントなのだが、それが見えてこないのである。

　昨晩、夢を見た。今はもうゴルフができないはずの祖父と一緒にゴルフをしている夢だった。祖父は、かつてそうだったようにタップ式のパットで強めにボールをヒットしてカップインしていた。私の打ったボールは、微妙に弱く、何回打ってもカップに届かなかった……。

　ぐったりしながら起きた。そして、昔、祖父がいっていた言葉を思い出した。

　「ボールの空走距離を上手く使わなければダメだ」

　打ち出し直後の強いボールはラインの影響を受けない。一世を風靡したＳ・バレステロスも１ヤード以内のパットはカップを外して狙うことはほとんどないといっていた。

　次のゴルフで、私がライン音痴になってしまったのかどうか、答えが出るはずである。
（２００１年３月２９日）


さて、３００ccオーバーのドライバーですが

　ロースピン・ハイボールで飛ばそう。正直な話、昨年の今頃だったら、絶対にこんな事は書かなかった。実現しない理論はたくさんある。ロースピン・ハイボールもその内の一つであると思い込んでいた。

　それには理由がある。私の周囲にセイコー「S-YARD」を使用している人がいなかったからである。目の前で見て、完全に納得しなければ、私の考えは変わらなかった。当然、噂は聞いていた。５０代、６０代の方々が、「S-YARD」で自らのゴルフ史上最高の飛距離を更新していると。でも、信じられなかった。

　昨年末、６０代の方とご一緒する機会があった。「S-YARD」が実戦で使用されるのを最初に見た瞬間だった。大きなヘッドから打ち出された尋常じゃない高さに飛び上がったボールは、不思議なぐらい飛んでいた。でも、それはその方だけの特別な現象かもしれない。そんな風に考えていた。

　そして、今年。少なくても２名の同様な方々を直接目の前で見た。同じ弾道だった。恐怖を感じた。自分の弾道は間違いなく美しいと認識していたが、結果の差はない。つまり、私のドライバーのボールには無駄がある。美しい弾道を得るために、その代償としてゆとりを捨てていた。完全でなければ成立しないものは、ゴルフにおいてどんなに怖いモノか、改めて目の前の現実に驚愕した。

　振り返れば、そういうことは過去にも起きていた。しかし、自らのゴルフには取り込めなかった。確かに高いボールは打てるが、結果は同じにはならない。初速が速すぎて、重力と上手に合力しないのである。重力に逆らう無駄、高くなりすぎる弾道、飛距離は出ない。そして、決定的だったのは、自分のボールの方が最終的には飛んでいるという事実だった。

　今回は違う。最終的な飛距離は変わらない。つまり、こちらは必死になって飛ばしているのに、新理論で作られた武器は軽々と楽に同じ結果をもたらしてくれるのだ。

　ミズノ３００Ｓというクラブは、賛否両論あるが、非常に良いクラブだと思う。でも、このクラブでは現在の必要とする弾道は得られない。目標は、少なくてもこのクラブと同じ飛距離を楽に打って可能にする武器探しである。

　見渡してみれば、テーラーメード、ミズノ等から３００ＣＣオーバーの容積を持った新製品が出ている。手当たり次第に購入するのが、最も簡単な方法なのだが、それは経済的に困難である。少しずつ、あちらこちらで試打するしかない。無い時間を工夫しながら、試す……。

　答えは見つからない。でも、手には新しい武器になるかもしれないクラブがあった。詳細は後日、使用レポートして誌面にて書くことにするが、このクラブ、構えた時に一目惚れしてしまったのである。逆に言えば、他の３００ＣＣオーバーのドライバーは、構えた感じが今イチなのである。高い球を楽に打つなら、ややフックフェースのクラブをストレートに構えて打つのが基本である。しかし、大きなヘッドの割にはシャフトが貧弱で、左が怖い感じなのである。しっかりとしたシャフトがあって、初めて成立するものなのである。

　購入したクラブは、シャフトがとてもしっかりしていて（あまりにもしっかりしているので、悩んだ挙げ句、ＳＲをチョイスした）、左に行きにくい顔をしているのである。

　練習場で打ってみた……。道はまだまだ険しく、ゴールは遠い。ロースピン・ハイボールで楽にドライバーを振る私は、いつになったら完成するのであろうか？

　
　飛び出したボールは、確かに今までより高く飛ぶが、楽に振るというより、かなりしっかりと振らないとその高さがでないのである。一歩進んで二歩下がる。それなのに、構えた感じとボールの粘りが気に入ってしまった。しばらくは、この武器と付き合う気持ちになってしまったのである。
（２００１年４月５日）


パターを重く短くしたら……

　パターのラインが読めない、と書いたら、たくさんのアドバイスや経験談や励ましのメールをいただいた。ありがたいもので、本当に感謝している。

　結果から書くと、たぶん復活したと思われるのである。ラインをボールの後方から見て迷いが出るのには、伏線があったようだ。アドレスで見えるラインが狂っていたことが原因なのではないかと思ったのである。つまり、読みより先に技に問題があり、それ故に徐々におかしくなり、自信が徐々に無くなっていったと。

　家で素振り練習をしていて、気が付いたのである。
　足とボールが離れすぎている！

　過去にパターで打つ前に素振りをしていた頃、シューズのつま先にパターヘッドが当たって失敗したことがあるし、シューズの色がパターの時に気になるので、白系のシューズが好きだと過去に誌面にて書いたことからも、ボールと足はかなり近いということを思い出したりもした。

　意識して、ボールの位置を足に近付けてみる。ラインが見えた。強いボールを打つ想定でのライン。打ってみると転がりもとても良い。久しぶりに気持ちがよい練習ができた。

　同時に、何故そうなったかも分かった。
　パターが長いのである。

　振った時の感覚で、ずーと３５インチのパターが好きだった。それに過去に短いパターで嫌な経験がある。

　外国のプロは国内のプロに比べて格段にパターが上手い。最近でこそ少し差はなくなってきたが、１２年前には格段の差があった。マスターズ等のテレビ中継では、その技を少しでも吸収しようと目を皿のようにして見ていた。
　そして、パターのグリップの位置の違いに気が付いたのである。外国のプロは、足の長さもあろうが、パターが短く見えるのである。太股にグリップがある感じで、日本のプロと握り拳１個分ほどパターが短く見えた。早速、パターを改造した。３１・５インチのパターが出来上がった。

　その当時、私のパターは自分のゴルフ史の中でも最高の状態にあった。ピンのＡブレード、シャフトはエクサーゴールド。ショットの不出来をパターで補うのが自分のスタイルだった。

　結果として、軽くなり過ぎて、感じがなくなったパターは、絶好調だった私から距離感と転がりの良いボールを奪った。慌てて、シャフトを元に戻したりしたが、失ったものは戻って来なかった（そのパターは、現在、妻が使っている）。短いパターは自分には合わない。そう思うことになった。

　しかし、今回はある確信を持ってシャフトを切った。切っても軽くならない。３５インチということを差し引いてもかなり重いパターを使っている自覚があったからである。

　自然とボールに近く立てるパターが出来上がった。私の場合、左目下にボールがあるのがホームポジションである。ところが、今回分かったのであるが、ボール２個ほどまで外側に置いても、目をその位置の上に持っていって構えることができてしまうのである。それが、あまりにも自然にできてしまうので、自らはボールの位置がずれているのに気が付かなかったのだ。

　切れるラインを切れる前に入れようと思うラインが作れると、あとはそれに応える技があればＯＫである。もちろん、ケースバイケースでジャストタッチで切れるラインを狙うことも必要だが、技術的には、ストレートラインが長くできる自信が基礎であると思う。

　完全に自信が生まれてくるのは、もう少しラウンドをしなければ無理であると思う。でも、私は今、バッグの中に入っている短いけど重い頼れる武器を見るたびに安心するのである。
（２００１年４月１２日）


違反ドライバー

　ルールによれば、クラブはスプリング効果があるように制作されてはいけないことになっている。フェースの反発係数を規制するルールは、反発し過ぎるフェース構造はスプリング効果といわれてもおかしくないということで、USGA（米国ゴルフ協会）は数値を測定して、一定値を越えた物は違反だということにした。

　一方、Ｒ＆Ａ（いわゆるセントアンドリュースにある総本山）は、それは意味がないことと静観する姿勢である。日本はＲ＆Ａの傘下にあるので、国内の競技に於いては反発係数違反は関係のない話なのである（ちなみに、USGAは米国、カナダ、メキシコを傘下にしている）。

　それでも、違反と言われるクラブを使うのには抵抗がある。私だけでなく、他にも多くの人たちが同じように思っているようである。

　しかし、先日から自らの武器になると思い込んでいるドライバーが突然、違反クラブになってしまったのである。USGAのＨＰを見ていたら、しっかりと出ているではないか？

　メーカーにも問い合わせてみるが、設計上は大丈夫だったはずなのですが……　という返事。まさに、寝耳に水。

　知っていたら、絶対に買わなかったぞ！　と、怒ってみてもしかたない。しばらくは、この違反野郎とお付き合いするしかない。まあ、それもまた道である（使用レポートは、Golf Planet Club誌面のみで掲載します。悪しからず）。

　違反クラブといえば、やはりキャロウェイのＥＲＣ２が噂の中心である。違反違反と騒ぐが、はたしてどんな物なのか、と思っている人は多いと思う。６万円台以下で購入できるものの割には、使用している人が少ないような気がする。私の周囲でも数える程である。

　先日、偶然、使用している方とご一緒した。
　結論からいうと、恐ろしい程飛んでいた！

　高いボール、落ちてから転がる強さ。全くの平地、無風で、キャリー２４５Ｙ、ラン４０Ｙ、合計２８５Ｙである。アイアンの番手や球筋から考えて、普通よりやや飛ぶかなぁ、という感じの方だっただけに、その飛距離は驚異的である。

　全てが反発係数を原因とするとは限らない。しかし、全く関係ないともいい切れない。非常に微妙な話である。

　違反は嫌だけど、距離は欲しい。揺れる心である。

　さて、某クラブ設計家の話によれば、反発係数でボールが飛ぶというのは、錯覚とか、誤差の範囲であり、あまり効果は望めないという。むしろ、ボールを曲げてしまう要素の方が大きいような気がして、不安であると話していた。

　何とも、不思議な話である。
（２００１年４月１９日）


呼吸法

　プレッシャーが掛かるケースは様々である。

　ここ一番のチャレンジ。
　注目される中での朝一の第１打。
　ベストスコアが掛かった短いパット。

　それどころか、全てのストロークでチョークしている人もいる。

　冷静に自分を見ることができると、どんな所がおかしくなっているのかが分かるものである。例えば、足が震えたりするような酷い場合もあれば、手の平に異常に力が入ってしまって抜けないという場合もある。プレッシャーが掛からないようにする絶対的な方法は残念ながらない。

　多くの賢者たちは、

　「深呼吸しなさい」

　と教えてくれている。

　しかし、深呼吸が効果的でした、という報告はあまり耳にしない。不思議なものである。賢者たちは、いい加減なことを教示しているのであろうか？

　結論から書くと、実は、深呼吸は非常に有効な手段なのだ。ただし、正しく行えばという前提での話である。

　今回のテーマは、正しい呼吸法、つまり、深呼吸についてである。

　深呼吸を正しくできる人は、たくさんいる。そういう人たちは、無意識にプレッシャーと上手に付き合う術を知っているわけである。多くの場合、何らかのスポーツ競技経験がある人が多い。競技経験者は、意識しなくても、必要な時に正しい深呼吸をしているものである。経験的に、その有効性を体が理解しているのであろう。

　さて、無意識にできない人はどうしたらいいのか。簡単である。意識して実行すればそれでよいのだ。深呼吸といわれて、ラジオ体操の最初と最後の深呼吸を思い浮かべた人は、例外なく間違っているので、このグループである。

　重要なのは、長さである。鼻から息を吸い、薄く開けた口から全ての息を吐く。それを数回繰り返す。１回の『吸って・吐いて』は、１０秒を目安とすると良い。コツは吸うのは早くても良いが、吐くのをできる限りゆっくりすることである。

　時計の秒針を見ながら、やってみよう。
　１０秒の長さが実感できるはずである。

　１０秒の長さを実感したら、もう一つ気付いて欲しいポイントがある。スッキリとした集中ができることが分かるだろうか。

　正しい呼吸法で行う深呼吸は、人に見せるものではない。むしろ、自分一人で集中力を高めて行うものなのだ。歩きながらでもできるところも良いポイントである。

　自分の順番が来る前、順番が来て、一連の動作をしながら、さり気なく数回の深呼吸をしてみる。これができれば、効果が続いている内に打ってしまえば良いのだ。

　呼吸法でプレッシャーが消えるわけではない。プレッシャーによって、忘れてしまいそうなことを思い出して実行するための儀式である。プレッシャーが掛かる前から、呼吸法で気持ちを整えておけば、掛かってくるプレッシャーを楽しむこともできる（これは人によるが）。

　まずは、時計を見て練習しよう。机の上でも、電車の中でも、ゴルフを楽しむ準備ができる練習法だと思えばやり甲斐があるというものである。

　できるだけリラックスした状態で、正しい呼吸法を身に付ける練習をすることで、その呼吸法を実行しただけでリラックスできる状態を作ることが可能だという説もある。もし、そのレベルになれれば、こんなに強い武器はない。

　お腹の中の息を全て入れ替え、フレッシュな酸素を脳に送り込む。個人的には、このイメージで成功しているのであるが……。
（２００１年４月２６日）


４度は一番手

　アイアンの番手は基本的には４度ずつ増えたり、減ったりする。それが１０ヤードの距離差になるようにするのが最も適した角度だと、長い歴史の中で確定してきたものである。実際には、現在ではそのままではないのだが、現実として４度は一番手という公式は十分に通用するのだ。

　こんなことは、クラブの基本の基本で十分すぎるほど理解していたはずだった。でも、自分で迷路に入ってしまうと分からなくなるものである。

　ある先輩とラウンドした。フェアウェイウッド（以後、ＦＷ）が苦手だと数十年悩んでいる先輩であるが、昨年からＦＷが絶好調だという。ＦＷは頻繁に使う物でもないが、数回使うのを見た所、別人であった。距離が出るきれいなドローであった。

　先輩曰く、秘訣は１６度というロフトにあるという。

　潰し気味に打つタイプの先輩は、実際には１４度位な感じで使っているのだと感じた。なるほど、自らに合ったセッティングというのは、こういう事をいうのだなぁ、と改めて感心した。

　私は１３・５度のＦＷを使用している。平地無風でキャリーなら220Ｙまでは安心して振ることができる。元来、スプーンは大好きなクラブである。

　あるホールで、二人一緒にＦＷで刻んだ時に、
　「ドライバーとキャリーがどの位違う？」
　と先輩が聞いてきた。
　「……」
　私は即答できなかった。現在のクラブがどの位のキャリーが出ているか、一言でいえる自信がなかった。それほどまでに、新しいクラブを使いこなしてはいない。「４度だろ？　違いは」先輩はからかうようにいった。

　確かに、４度しかロフトは違わないのである。つまり、アイアンなら１０ヤード。

　その先輩は続ける。

　「昔、お前に勝てないなぁ、と思った決定的な話がある。今の質問、お前が俺に昔したんだよ。俺はキャリーの差は３０ヤードって答えたら、お前は１５ヤードって答えたんだよ」
　「……」
　「その時に、お前は、ロフトの公式を破ることはある意味で怖いことだといったんだ。俺は、それを聞いて、コイツには勝てないと思った」

　目から鱗だった。

　確かに、ＦＷとドライバーのロフトは昔以上に接近している。そう考えれば、ＦＷで狙う所とドライバーで狙う所は、キャリーという意味ではほとんど変わらないというのが現実なのではないか。変わったとしても、せいぜい一番手……。

　とりあえず、頭では分かる。アイアン以上に長さが違ったり、ヘッドの構造が違うのであるから単純に一番手ではないというのも分かるが、原則として一番手と考えれば、気が楽になるのは間違いない。

　頭で分かったことを、プレーに反映させるのは一筋縄ではいかない。地道に分からせていくしかない。一番手しか変わらないものを、二番手、三番手も変えようとすることは、何だかの無理を必要とするはずである。無理せず、できることを確実に実行することが、結局は近道であることは、今までの経験が教えてくれている。

　４度は一番手である。
（２００１年５月１０日）


ゴルフ進化論

　進化論を書いたダーウィンは、ゴルフもした。余談であるが、孫のバーナード・ダーウィンはゴルフ評論家として世界中から尊敬されている。

　ダーウィンの進化論は、環境や必要に応じて徐々に生物は進化をしてきたのであろうという考え方である。現代では、ＤＮＡ等の研究により、もっとドラマチックな進化論が主流になっているが、ダーウィンの功績は計り知れないものがある。

　さて、ゴルフの起源は欧米では専門家がいるくらいテーマとして深い物である。探れば探るほど、実は分からなくなっていくのが、このテーマの魅力でもある。

　先日、ゴルフについて非常に深い知識を持っている先輩と久しぶりにゴルフ談義をしていて、なるほどなぁ、と思う話を聞かせていただいた。

　現在私たちが行っているゴルフの直接のルーツは、スコットランドにあることは、ほぼ間違いない。ルールの発生、条例などから揺るぎない証拠があり、Ｒ＆Ａの設立でその地位は確立したといえる。

　問題は、その前である。オランダ、中国、ギリシャ……大小様々な説が存在する。それぞれに証拠となるものがあり、背景的な説得力もあるが、逆にどれも決定打に欠けるのである。

　簡単にいえば、スコットランドで爆発的に増殖する理由へつながっていかないのである。何故、幻の発祥の地で細々でもゴルフの祖先は行われていないのか？　まるで、絶滅してしまったように、どの説の主役も失われた競技になってしまっているのである。

　スコットランドで現在の形になったゴルフ。別の国に起源があるのなら、その地で独自の発展を遂げた競技があると考えるのが普通である。しかし、それは見つけられない。理由として考えられるのは、あちらこちらで杖で石ころを打つような単純な遊びとして発生したゴルフの祖先は、現代に残るには何かが欠けていたのではないか、ということである。

　何が欠けていたか？　先輩の問いに、私は答えた。スコットランド独自の事情として、海岸近くに自然にできた砂丘とそれを覆った芝生がある。つまり、ゴルフをする場所としての資質に恵まれていた、と。

　先輩は、それも理由の一つかもしれないが、スコットランドに限られた訳でもないので、決定的とはいえないと、やんわりと否定する。

　先輩の説は、道具である。ゴルフを単なる棒きれと小石を使う遊びから、競技へと変えるきっかけになった飛躍的な道具の革命が、スコットランドでは起きて、他の場所では起きなかった。だから、スコットランドではゴルフは生き延びたが、他の場所では、もっと面白いものに淘汰されて消滅したのだという。

　弓などを作る職人が、慢性的になっていた戦争の影響でたくさんいて、かつ、高い技術水準を持っていたこと。フェザーボールの発明、そして、ガッタパーチャへの変革。先輩の説は確かに面白い視点で語られた（とはいえ、フェザーボールはオランダからの輸入品だった記録があることから、この説なら、オランダのコルベンがゴルフに発展する必要があるが）。

　まさに、ゴルフ進化論である。ＤＮＡのイタズラで、突然変異が生まれ、その優れた特徴故にそれが主流になっていく。

　先輩の説は、詰めの甘い所はあるものの道具好きとしては、魅力がある話だ。現代でも、道具の革命がゴルフを一般的にすることは証明されている。

　梅雨が近い季節。ゴルフの起源などをぼんやり考えながら、雨の夜の過ごすのもゴルフの楽しみ方の一つである。
（２００１年５月２４日）


２００１年ドライバー評価

　今年の春の製品が出揃った。最後を飾ったのは、タイトリストの975Jである。975Dの後継モデルであるが、久しぶりに面白いことになりそうである。

　たくさんの製品が出ているが、話題になっている高反発フェースのモデルで最も評判が良いのは、間違いなくキャロウェイのERC2である（正確には2はローマ数字であるが、メールでは文字化けするので2で書く）。

　このクラブは、ある意味、革命だと思う。

　私が知っている限り、最も飛ぶドライバーである。それも、特殊な人だけに限った話ではなく、かなり多くの人が対象になる話なのだから大変なことである。

　高反発フェースの力だけだとは思わない。たぶん、ドライバーとしてのバランス（重さの意味ではなく）が絶妙なのだ。誤解を恐れずに書けば、曲がりにくく、スポットが広く、ボールが上がりやすく、余計なスピンが掛からないので、ボールのチョイスを間違えなければ、アベレージで考えても飛ばなければおかしい。

　機能だけでクラブを選ぶのであれば、私のバッグにも入れたい逸品である。しかし、多くの人たちが分かっていながら、購入にいたらない。やはり、ルール違反（USGAにおいてであって、日本ではＯＫ）というところに引っ掛かってしまうのである。

　それでも、私の友人は数名が所有している。いくつかのスペックを試し打ちさせていただいたが、キャリーで２０ヤードは飛ぶ。正直に告白すれば、今までのゴルフ人生で、最も飛ぶクラブと感じた。それも、かなり楽に振っての結果である。ボールは落ちてこない感じでスーッと飛んで行き、落ちてきた時に初めてその落ち場所に驚くのである。

　友人の一人は、明らかに３０ヤードは飛距離が伸びている。今までは２３０ヤードが限界という貧打系のゴルファーだったのに、２６０ヤードを基準にコースマネージメントしている様は、現代に生まれた恩恵を受けることができる幸せを満喫しているようで羨ましい。

　それでもERC2を選択できない米国での使用を視野に入れた（？）ゴルファーたちが注目していたのは、冒頭で書いた975Jである。

　タイトリストが昨年より開発していたチタンヘッドのドライバーで、米国内での使用を前提としているので、ルール違反の恐れはない。

　ERC2が最先端の技術を詰め込んだ見た目を持っているのに反して、975Jは、洋梨型とメーカーが紹介するほどのオーソドックな形状を持っている（丸形の方が好きな人が多いという傾向はあるが）。構えた時の顔を気にする人にとっても、待望の商品だったのである。

　975Jは、先月ぐらいから市場に流れ出して、今月末より国内でも正式に発売された。知り合いが米国で手に入れたものを今月の初めに見た時は、飛距離は期待できないように感じた。その時点で、持ち主もまだ試打していなかったので、構えるだけでの感想であった。しかし、翌週、その持ち主から驚きのレポートが入った。飛距離が間違いなく伸びていると。

　その後、２名の読者からも同様の報告が入った。
　これは期待できる。発売が待たれた。
　そして、あるルートから私の元にも届いた。

　結論から書くと、975JはERC2に比べて打てる人を選ぶ傾向はある。つまり、誰にでも飛ぶクラブではない。ある程度のヘッドスピードとボールコントロールを持っている人が、かなり気合いを入れてしっかりと打った場合は、前モデルの975Dより２０ヤードは飛ぶ（比較したのは９・５度のEI70のＳシャフト）。

　前のモデルに比べて、ボールの打ち出しは高くなっている。フェース厚があることを考慮すれば、見た目と逆の現象であるが、３００ＣＣを越える体積を持っているヘッドの中は、かなり重心を低くしているのであろう。

　私の場合、ＦＷが975Fなので、違和感がなかったというアドバンテージがあるし、過去に975Dも使用していたということも考慮する必要があるとは思うが、975Jは頼もしいクラブであると言える。

　外ブラの注目の２製品を紹介した。
　国内のメーカーも頑張っている。
　２００１年梅雨直前、注目はドライバーである。
（２００１年５月３１日）


天井が教えてくれたこと

　私が生まれ育った家のリビングは天井が高く、室内で素振りもできた（今考えれば、３０畳以上もあるリビングって凄いことだ）。大きな窓ガラスに映る自分を見ながらクラブを振ることで、思い立ったら、即スイングチェックができたのだから、本当に恵まれた環境であったと感謝している。

　さて、あと一カ月で引っ越すことになる現在の住まいはマンションで、どこを探してもクラブが振れる部屋もスペースもない。表に降りて、駐車場で素振りをする位しかないと思っていたが、意外な練習場所を見つけてしまった。廊下である。

　私の住んでいる部屋は外廊下にドアがある。ベランダのように外側の上半分は空いている状態なのである。外側を背にしてクラブを振ってみようと思ったのは、練習にも行けない環境にイライラしていた少し前のこと。天井は２メートル２０センチ位しかないので、クラブが当たらないように注意が必要だが、正しく振れていれば当たる訳がないと考えた。

　結果的に、この経験から２つの重要なポイントを得ることができたのである。

　一つは、初めは怖くてソロリソロリとゆっくりバックスイングを上げた際に感じた。自分の左手の腕に鳥肌が立つのが分かった。ハエが留まると思うほどゆっくりクラブを上げる動作をすると、昔のように自らの集中力が増していくのが体感できたからだ。ついでに、クラブの軌道やフェースの向きも完全に把握できた。

　ここ数年間、知らぬ間にスイングのリズムが早くなってしまっていたことが分かったのである。クラブが動き出して２０センチで、弾道がイメージできるスイングを自分はもうできないのだと諦めていた。それだけに、この経験には感動した。

　そして、もう１点は、軌道のズレである。バックスイングは調整できるから良いとしても、打った後のクラブの動きは調整するというより結果として起きてしまうことである。ドライバーでゆっくり確認すると、トップに行く前に天井にクラブが当たるような軌道を描こうとするのである。それは、まるでダックフックを打つための軌道そのものである。

　意識して、スイングプレーン上にクラブを動かすと、左腰のキレが感じられるポジションを体が思い出した。不必要に大きくし過ぎたフォロースルーは、ゴルフを難しくしていたようである。小さくキュッとまとまる感じに腕が折れる感じは、違和感を感じたが、腰を初めとして体の動きはスムーズになった分大きくシャープに動く。結果としてフォローもフィニッシュも小さくはならなかった。

　実は、975Jが打ちたくて、この経験の後に練習場に行ったのだが、ナチュラルなフェードが数年振りに打てたのである。プッシュした意図的なフェードも、スタンス通りに飛んでから切れるフェードも、ドライバーからウェッジまでほぼイメージ通りに打てたのである。体の記憶というのは恐ろしいもので、そんな状態に頭は混乱しているのに、体はしっかりと覚えていて楽々と動くのである。まるで、昨日まで忘れていたのが嘘のようなスムーズさで、当たり前のことを当たり前にやっているという感じなのである。

　７年間住んだマンションの天井が、私に教えてくれたことは、基本の確認方法と物事の単純さである。異常なほどゆっくり上げるバックスイングとフォローでの軌道。ゴルフを本格的に習った初日に教えてもらったことを忘れてしまっていた自分に反省しながら、低い天井を見上げている。日常の中にもヒントやチャンスはたくさんあるのだ。
（２００１年６月７日）


シャフトの技術と効果についての裏話

　シャフトは過去に大革命を経てきている。ヒッコリーからスチールに変わった時代である。大昔と勘違いしそうだが、実は６０〜７０年前の話である。この革命でゴルファーが得たものは、精度である。

　その後、グラファイトが加わったが、革命という程の衝撃は無かった。登場した瞬間に万民が共有できる完成度を持っていなかったのがその理由だが、数十年の歳月が、今日ではスチールを凌ぐバリエーションと精度を持っている。

　今日では、スチールとグラファイトの関係は、シャフトの種類上の分類に過ぎないといっても過言ではない。それほどに、両者の完成度は数値の上では高くなっている。

　自分の必要に合わせて選択するのが、シャフト選びの極意であるが、これが意外と難しいのである。理由は、各社で重さと長さ以外の数値に統一基準が無いからである。Ｄ社のＳシャフトは、Ｍ社のＲシャフトと同じ硬さ。トルクの数値に関しても各社で重りを付ける位置の距離が違うので、出てきた数値を鵜呑みにはできない。実情からいえば、シャフトを開発しているメーカーは数えるほどなのだから、統一するべきだと誰もが思う所であるが、発注するメーカーが反対しているのである。

　オリジナルといえば聞こえはよいが、実は予算に縛られた妥協品という傾向があることは拒めない。メーカーによっては、シャフト１本数百円というケースすらある。そうすると、統一基準ができてしまうと、粗悪品を付けていることが分かってしまうので、統一基準を設けることを拒否するのである。また、同じメーカー内でもブランドによって発注しているシャフトメーカーが違うケースもあるので、事態は余計にこんがらがっている。

　最近は、シャフトメーカーが直販しているシャフトに人気がある。性能を最大限発揮するように制作されたシャフトが、市販品に付いている粗悪品と対抗できるケースは少ない。使用するユーザーもその価値が分かってきているのである。ただし、一部ではあるが、シャフトメーカーにオリジナルのシャフトをオーダーし、そのシャフトを元にヘッド開発をしているケースもある。そういう場合は、いわゆるリシャフトが改良ではなく、改悪になっているケースもある。

　シャフトはまず第一に折れないことが優先される。これをクリアしているシャフトであれば、とりあえず合格である。それ以降の機能については、シャフト開発をしている背景なども考慮してみるのもよい。釣り具のグラファイト開発を得意とするメーカーは、しなりに敏感で大きくたわませる技術に秀でているし、テニスのラケットの開発を得意としていたメーカーには、剛性に対して硬さの中でどう弾くのかということに優れている。

　長くなれば軟らかくなり、重くなることは、物理的な現実である。物理的な問題に関して、各メーカーは独自の開発をしているのである。

　自分に合うものは何か？　その答えはある程度の失敗の中から見つけ出すしかない。一般的には、試すことはかなり困難であるので、はっきりと効果が分かっているものを入手し、それが実現できるように努力する方がお薦めである。厳密な意味でいえば、自分に合ったものが見つかる保証はどこにもないし、出会いを楽しめるほどシャフトの種類は多くない。

　シャフト自体の強度が弱いので、先端を衝撃に強くするために強化したら、結果として振った感じはしなりが大きいのに、低い弾道が出るシャフトとなったというメタルヘッド用シャフトもある。設計と現実では微妙なズレがあるケースもある。

　ゴルファーサイドの問題として、シャフトのカラーに違和感があって使えないというケースもある。性能を引き出す前に、ボールに当たらないイメージが付いてしまった場合は、悲劇である。

　ヘッドに鉛を数枚貼っただけで、劇的に効果が変わるシャフトもある（この辺りになると、ヘッドの重量とかいう問題も絡んで複雑なのだが、これは避けて通れないテーマでもある）。

　信じられるシャフトを得られれば、鬼に金棒である。完璧なものなどない。探し続けることが、シャフト最適化への道でもある。

　個人的には、無知故に博打のようなリシャフトをするブームには問題があると思っている。理論や経験的な裏付けがないシャフト交換は素人の遊びである。何を入れても合う最高のシャフトなんて存在しないのだ。ヘッドとグリップが付いて、それらの機能的なバランスがとれることで、シャフトもヘッドも最高の仕事をするだけなのである。
　そして、どちらが先にあるかといえば、ヘッドだと思うからである。ヘッドに合わせることでシャフトは初めて生きるのである。

　シャフトだけではボールは打てない。
（２００１年６月１４日）


ホームラン ポジション

　野球のストライクゾーンは、ボールをいくつか並べた幅と肩から膝までの高さを持っている。動いている球を打つという特性、ファールがあるという特性、様々な要因でゲームとしての形を整える中で生まれたものであると思われる。

　ど真ん中に投げられた球を必ずホームランできるほど単純ではないことは分かる。しかし、ホームランを打ちやすいゾーンというのは、どんな打者にもあると思う。それが大きい人は、ホームラン打者になれるのかもしれない。

ゴルフの場合は、ファールは野球でいう「アウト」のようなものである。だから、ストライクゾーンは極端に狭い。相手が投げてくる球を打つ訳ではないので、自らでそのポジションを模索し、決定できるからである。

　とはいえ、意外に自らの最適なポジションやストライクゾーンを知っている人は少ないのも事実である。何気なくこの辺だと決めて、アドレスしているケースが圧倒的に多いと思う。

　練習場と本番ではシューズ１足分ほど遠く立つ人が多い。練習場シングルと呼ばれる人から初心者まで、実に幅広い範囲でこの現象を確認することができる。

　練習場は、ゴルフにおいてミスをしても許される唯一の場所である。色々な所にボールを置いて、自分のゾーンを確認してみよう。

　極端な人の場合、ドライバーで３０ヤード以上も飛距離が伸びるような効果がでることもある。ゴルフにおけるホームランポジションは、ボール１個分しかない。良いスイングに、体力と精神力の裏付けがあれば、ボール数個分になるという人もいる。しかし、個人的には、ゾーンが広くなることに差程の魅力を感じない。ゾーンを広くする労力より、たった１個のポジションを維持する方がずっと易しいからである。

　ゴルフを無理して難しくするのは愚かな行ためである。
（２００１年６月２８日）


技術書との向き合い方

　少年の頃、プロ野球選手に憧れた。近所の誰よりもボールを飛ばすことができた。少年野球のスカウトも来たことがある。朝から晩まで、野球のことを考えていた。暇があれば素振りをした。街灯を背にしてバットを振ると、影が色々なことを教えてくれた。誰からも強制されたことはない。父とキャッチボールをした記憶はあるが、それは既に自ら野球を始めてからのことだった。

　その頃、少年野球用の技術書をたくさん読んだ。親の用事で出掛けなければならない時などは、その手の本を持って移動中は勉強するチャンスだった。そして、小学生なりに得た教訓は、たった一つ……。

　真実は１行で語られる。

　長嶋はレベルスイング（地面と平行にバットを振る）を提唱している。それだけで十分だった。

　別の本では、実際に打っている時は角度がついている、と書かれていた。王の方がもっとアッパーに振っている。迷わなかった。現実と感覚の違いは既に知っていた。

　平行に振ろうとして、実際に角度ついているのだとしたら、角度を意識したら余計に大きく角度がつく。そんなことは、自分の中では常識だった。

　ゴルフを始めてからも、有名な技術書や話題になる技術書は一通り読んだ。そして、消化した。それでいいのである。技術書通りに行うことが真実ではないと、経験が教えてくれていた。

　ゴルフの技術書は他のスポーツに比べても格段に多い。週刊誌などのページも、毎週欠かさずに週替わりのレッスンが載っている。地球に優しくないなぁと、虚しくなってしまう。実践無き理論を空論というが、読んで上手くなりそうなレッスンには、なかなか出会えない。

　そもそも、１ポイントレッスンというのは、応急処置である。重大な病巣を放置して、応急処置で痛みを止める治療の先にあるものは「死」である。膨大なレッスン書の氾濫を見ると、死者の行列を見る思いがして、鳥肌が立つ。

　良いレッスンというのは劇薬である。少量なら良薬になるが、一時に大量に飲めば毒になるのである。

　病気を治そうとする気持ちが全てに優先するが、下手な民間療法は百害有って一利なし、である。

　レッスン書を読むことは楽しい。
　読むこと自体は否定しない。
　問題は読み方である。

　今の自分に最も重要な１行を見つけだそう。ほとんどのレッスン書には、必ず、その時々で自分に合う１行が記載されている。テーマは上達であり、悪意の上に書かれているものなんてないからである。

　たった１行を完全に自分のものにできた時、次の１行が見つかる。良いレッスン書は、何回も何回も私たちを救ってくれるのである。

　このレベルになると、全てのレッスン書という訳ではないところが、なかなか難しい所でもあるのだが……
（２００１年７月５日）


ラフは諦めることから始める

　夏場のラフ。一昔前までは、ラフが綺麗に刈られていることが良いコースの条件だという間違った常識がまかり通っていた。確かに、ある程度の手入れは必要ではあるが、それが良いコースの条件だと思う人の気持ちが分からない。

　最近では、人件費削減などで、コースのメンテナンスに手が回らずに、ラフがぼうぼうになっている所も少なくはない。嘆くことはない。夏のゴルフの面白さの一つが、目の前にあるだけの話なのだ。

　日本のコースのラフの多くは野芝というタイプの芝生である。葉が大きく、比較的に上に向かって伸びやすい特徴を持っている。

　野芝で作られたラフが伸びるとボールが沈みやすい。これが結構、曲者なのだ。くるぶし位に伸ばしてあるだけでも、ボール探しにかなりの時間が必要になる。横からは見えないので、真上から見て探すような感じになるからである。そして、当然のように打ちづらい。

　ラフからのショットが難しいのは、多くの場合は経験不足から来るミスジャッジが原因である。力を入れても解決しないと分かっていても、力が抜けずに力んで失敗する人。好きなクラブだからという理由で５番アイアンを手にする人。普通のショットすら満足にできないのに、ラフの特別な打ち方をしようと試みる人。色々なのである。

　そこで、ラフからのショットでの注意点を挙げたい。
　最も大事なことは、諦めることである。
　欲を捨てなければ、夏場のラフには勝てない。

　どんなに距離が残っていようとも、短いクラブを持ち、確実な脱出をするのが正しい選択である。ラフだからといって、変に意識しないことも重要である。普通に振るための短いクラブという関係が分かっていれば、パンチショットやフェースアングルなどと余計なことをする必要はないのである。言い換えれば、普通のショットでいい、と諦めるのである。

　無理に狙ったショットが原因で、スコアがガタガタになることは、避けられるだけ避けた方が良いに決まっている。そのためにも、ラフは諦めることから始めると心に誓うのである。

　ゴルフに於いて、諦める心の持ち方は非常に重要である。自分の実力を知り、それ以上の無理をしないという諦めは、時として立派な武器として使えるものである。逆に、挽回しようと焦って失敗を繰り返した挙げ句に、もう今日はダメだと諦めるというような諦めは、全く武器にはならない。

　夏の伸びたラフに遭遇したら、クラブの番手を諦め、できる保証がないテクニックを諦め、最初に逃げ道を確保する。確実な脱出が、その後のゴルフを単純に良くするかどうかは、強いて問題にしないままで良い。できれば、この方面も諦めで対応できれば、怖いもの無しになれるのだけれど……

　暑い夏だけの限定サービスが伸びたラフだと思って、このサービスを体験しよう。フェアウェイで打つことで、コースが教えてくれるものよりも、ラフから打つことで経験できるものの方が、数倍も自分のゴルフのプラスになるはずである。
（２００１年７月１２日）


落ち着きと集中の研究

　集中してゴルフができるということは、好スコアを出すという意味で非常に重要なファクターである。しかし、集中すると言葉では簡単に書けるこの状態を維持することはもちろん、作り出すことも容易ではない。

　静かでやや暗い場所で、身体を横たえて深く息をする。ＢＧＭはゆっくりした弦楽器で……　脳からα波が出て、集中した状態になりました。ゴルファーにとっては、こんなことは質の悪いジョークに過ぎない。学者のマスターベーションである。

　ゴルファーが求める集中というのは、無理なくゴルフをしている環境で発揮されなければ意味がない。

「僕はスタート前にいつもドキドキして落ち着きません。どうやったら落ち着くようにできますか？」

　という質問をもらう。

　最も簡単な答えは、場数をこなすことである。毎日のようにゴルフができれば、余程特殊なケースを除いてドキドキはしなくなる。でも、現実にはそうはいかない。よって、答えは複雑になっていく。

　ギリギリにコースについて、慌ただしくスタートするというのも、一つの手である。別にドキドキする要素を入れることで、本来のドキドキを忘れるという方法である。中島常幸プロがアマチュアの頃、試合の日に全く使ったことがないドライバーをおろして使用するという荒技で、クラブに集中することによって、余計な雑念を振り払っていたというエピソードは有名だ。

　また、客観的に自分を観察することで落ち着かせるという方法もある。誰でも緊張したり、不安になったりはする。例えば、その時に手が震えているのを自覚したとする。その時に、それを止めようとするとパニックになる。
　「おぉ、手が震えている。これは面白いぞ、どうなるのか？」

　などと自ら心の中で実況中継するのである。そのことによって、パニックは回避できる。

　最終的には、人間は弱いものだと開き直るのである。出てしまった症状や現象は止めることはできない。それはそれとして、認めてしまえば良いのである。大切なのは、こんな状態でも客観的に自分を観察しているという事実で、自分は意外に冷静だと思い込むことである。

　落ち着いているということと集中を同じと勘違いすることは危険である。先程のように手が震えるような緊張状態は、決して落ち着いているとはいえない。でも、こういう状態が集中している状態だというゴルファーは少なくない（特に、競技のゴルフで好成績を残せる人には）。

ただ、自らの集中している状態を知ることで、周りからは落ち着い
ているように見られるようになるのも事実である。

　私の場合は、最も分かりやすいのは歩くスピードだと指摘される。集中してラウンドしている時は、歩くスピードが早いと。これは、自分の世界に入っている証拠で、指摘されるように周囲から見ても分かりやすいし、当然だが、自覚もある。

　次に、手の平の感覚である。集中するとポワポワした感じになるのである（下手な表現で申し訳ない。しかし、ポワポワという表現以外にないのだ）。ポワポワした感じになるとグリップに力が入りにくくなるので、とても都合が良いのだが、残念ながら、このポワポワ感はコントロールできない。勝手に出てきて、勝手に去る。多くは良い形で緊張すると出てくることだけは自覚している。

　その他にもいくつかの現象がある。いずれも自分でしか分からないものが多く、かつ、コントロールできないものが多い。これは、センスとか才能ではなく、場数である。経験が教えてくれるものである（そういう概念は持っていなければ、経験を生かすことはできないけど）。

　結論として、ゴルフにおける落ち着きとは、自分を観察できる状態を作ることであって、静かにして瞑想するようなものではない。そして、集中した自分を観察することでその意味が増すのである。

　集中する方法はたくさんある。集中力の大小はあるが、集中力が全くないゴルフなんて存在しない。集中力を大きくする方法の一つとして、落ち着きは大切である。

　ちなみに、私はどこでも誰でもできる方法として、トイレの個室を使った集中力を高める方法を推薦したい。個室内でスコアカードを見ながら、自らにその日のテーマを心の中で語りかけるのである。集中する方法としての儀式の第一歩である。重要なことは、要約したテーマにすることである。交通標語のように完結で分かりやすいものが好ましい。テーマを欲張ってたくさん作ることは、その時点で集中しづらい環境を作っていることになる。

　そして、最終的には自らの身体でも、心でもなく、ボールに対して集中することを忘れてはならない。その日の全てのショットの際に、ボールのメーカーやブランドのマークがどの方向を向いたかを思い出せる位の集中は必要である（スコアを求める競技のゴルフであるという前提で。
（２００１年７月１９日）


ノーメッキウェッジのパワー

　ノーメッキのウェッジの効果は、魔法のようなものだと、以前、誌面で書いた。魔法のように素晴らしくファンタスティックであるという意味ではなく、自己暗示という意味である。つまり、信じた者は救われる、という意味。

　そもそも、メッキはアイアンのヘッドを錆から守るために考案されたものであり、その硬度が硬かろうと柔かろうと効果に差は出ないのである。ボールのように大きく歪んでエネルギーを生むものであれば、その硬度は非常に重要であるが、少なくともアイアンのヘッドはボールにぶつかった影響で歪みはしない。

　しかし、強いて断言できるのである。現時点で、ノーメッキのウェッジはかなりの効果があると。

　非常に個人的な話になってしまうが、私の場合は第一に挙げることができるポイントがある。反射である。

　夏の強い日差しが照りつけている中でプレーする際に、クラブヘッドが太陽光を反射して眩しいという経験をしたことがある人は多くはないと思うが、私はその一人なのである。少なくとも２回ほど、そのためにフェースを反射しない角度に変えてアプローチをして失敗し、そのラウンドをその１打で終わらせてしまったことがある。トップブレードが丸い形状のウェッジが好きな人は、この経験をしていることが多い。

　ノーメッキのウェッジは、そういう意味では反射しにくいのである。ちなみに、サテン仕上げ（砂を高速でヘッドにぶつけて細かい傷をつけたもの）でも、それは防げるが、私は様々な理由でサテン仕上げのウェッジが好きになれないので、その選択はない。

　そして、一般的にいえる有効なポイントが、クラブとして良いということである。ノーメッキのウェッジには、多くの場合、メッキしてあるモデルがあり、そのバリエーションとしてノーメッキがあるという背景がある。このようにして販売できる体制があるということは、使用者が多く高い支持を得ているという証拠である。
　多くの人が認めているということは、結果として良いものである可能性が高い。選ばず、苦労せず、良い物を手にすることができる。ゴルファーにとって、これはかなり美味しいポイントである。

　メッキをしていないという意味ではガンメタのウェッジも間違いなくノーメッキのウェッジである。ノーメッキのウェッジは陳列する店側も非常に苦労が多い商品といえる。日本人は傷や汚れに敏感だ。ましてや、錆などが浮いた商品を新品として購入してくれる程甘くはない。店側の事情からすれば、メンテナンスに気を使う商品は回転が早くなれば面倒だけが増えることになる。よって、人気があり、すぐに売れることが仕入れる条件になる訳である。
　メーカー側は自信があり、市場にも受け入れられる物に絞ってノーメッキのウェッジを送り出すという図式ができ上がるのだ。ユーザーからすれば、ノーメッキのウェッジというだけでかなりの部分の安心を得られるということになる。

　魔法の部分としては、チップショット（近距離のショット）でスピンが効くとか、柔らかい球が打ちやすいとか、色々といわれているが、ウェッジそのものがメッキに関係なく持っている性能である場合もあり、鵜呑みにするのは危険である。ここ最近は、スピンが掛かりやすいボールが流行なので、ボールの性能ということも考慮しなければならない。

　とはいえ、ノーメッキのウェッジの多くが優秀であることは認めて良いであろう。何といっても、錆を気にして普段ならやらないのにヘッドをメンテナンスするゴルファーが急増しているという噂を聞くと、苦笑いしながらも、その列に加わろうと思うのが、ゴルファーの悲しい性であると思うのだが……
（２００１年７月２６日）


収集癖とゴルフ

　収集癖は、癖ではなく本能だと思えるほど収集することに固執する人が多い。特に、若い男性には非常に多いような気がする。

　私も幼き頃には、切手を集めたことがあったが、これは父や父の兄弟が集めたコレクションブックを譲り受けたというだけのこと。自分で郵便局に行ったり、交換したりしたことはない。

　鑑定ブームなんていわれて久しいが、明らかに収集することに対する妙な価値観はこの１０年位で飛躍的に変わってきたと思う。未使用箱付きが重要だなんて、一昔前までは思いもしなかった。

　ゴルフショップで道具を売っている頃、同じものを数セット（または、数本）購入してくれるありがたいお客様がいた。複数のメンバーコースのロッカーに入れておくための購入だった。私は色々な意味で、このお客様が好きだった。

　同じように必ず２セットで購入する方もいた。今話題の官庁のキャリアの方だった。私は送り先が２セットとも自宅であることに、少し引っ掛かりを感じていたが、先程のお客様と同様にロッカー用と持ち歩き用の２セットだろうと勝手に思い込んでいた。いずれにしても、複数購入してくれて、かつ、新製品に目がないお客様は、まさに神様であったのだ。

　何だかんだで、その方とのお付き合いが３年を越えた頃、一緒にプレーする機会があった。プレー後、どうしてもと粘られて、その方の家に寄ることになった。見てもらいたいクラブがある、といわれたからである。

　行ってみると、並列で２台車が止められる大きな入口を持った豪邸が私を待っていた。リビングで奥様にご挨拶して、別の部屋に通された。そこは１部屋丸々、ゴルフクラブの展示ルームになっていた。

　お店で使うクラブ用の棚があるのだが、その棚が全ての側面にあり、一つ一つのクラブにスポットライトが当たるようになっていた。少なくとも、私が勤めていた店より、設備は充実していた。見覚えのあるクラブが並んでいた。30セットのアイアンと80本のウッドとアイアンがあると、自慢気にその方はいった。

　「商売でもするんですか？」
　と私が問うと、
　「いやいや、いくらお金を積まれても売る気はないよ」
　と嬉しそうに答えた。
　その後、その方は順番にクラブの説明と将来どのぐらいの価値になるかを私に説いた。釈迦に説法、私はその道のプロだった。
　でも、黙って話を聞いていた。
　心の中は、絶対売らない物の将来の価格設定にはどんな意味があるのか、という疑問で一杯であった。

　道具は使ってこそ、その価値を最大限に発揮する。未使用箱付きの価値より、使用した結果、自分にとって最適なもので手放せないといわせた価値のほうが高いと思う。道具の持っているロマンは、そうであって欲しい。

　しかし、それもまた道であると思い、その方には特に意見はしなかった。ただ、帰り際に

「僕のゴルフを愛する姿勢に感動したでしょう？」

　と聞かれたので、

　「ゴルフを愛しているんじゃなくて、未使用のクラブを愛していることに驚きました」

　と素直な感想を述べさせてもらった。その方は、私のジョークだと思ったのか、満足そうに笑っていた。

　現在になって振り返ってみれば、あの部屋の中にあったもので名器として当時の実売価格を超えるものは皆無である。あの時点で、将来という時間をいつに設定していたのかは分からないけど、私が聞かせられた価値になる頃には、少なくとも私は生きていないと思う。

　冒頭で書いたように、私は収集することに興味がない。特に、ゴルフクラブを収集する人の気持ちが分からない。持っていることの満足感だと人はいう。そんなものなんだなぁ、とぼんやりと思うだけである。ゴルフクラブに一度もそんなことを感じたことはない。使えないなら、持っていてもしかたがないと考えてしまう。

　道具に気持ちがあったら、私と同じ気持ちだと思う。使用されるために生まれてきたのに、未使用のままにされるのは屈辱だと。

　とはいいながら、収集という行ためそのものは嫌いではない。ゴルフでも、コースが作っているグリーンマーカーを収集している人や（知らない間にたくさん集まるものだ）スコアカードを収集している人、ゴルフボールを集めている人、どれも素敵だなぁと思う。それに考え方によっては、ゴルフ関係の本で一杯になった私の本棚も収集といえなくもない。

　メールで月に一度位の割合で、このクラブはいくらぐらいの価値がありますか？　という質問を受ける。私の答えは決まっている。あなたが売りたい値段である。価値というのはそういうものである。

　個人的な意見だが、何の得にもならない収集をしている人が大好きである。
（２００１年８月２日）


アップライトもフラットも

　クラブはアップライトに上げるのが、最も簡単で確実な……。

　技術に関してメールがたくさん届くが、その中には自らの理論を説明してくださるものも少なくない。

　フラットに上げる意識が、長く低いインパクトゾーンを作る……。

　その中でも比較的多いのが、アップライトか、フラットか、という話である。ご存じの方も多いと思うが、アップライトとは地面に対して垂直に近いスイングプレーン（クラブがスイング中に描く円の軌道）を採用したスイングのことで、フラットは地面と平行に近いものである。

　アップライトの代表者は、Ｊ・ニクラウスやＧ・ノーマン。フラットの代表者はＢ・ホーガン（知らない人の方が多いか？）やＮ・ファルド。

　正直いうと、この議論に個人的には全く興味がない。人それぞれ、良い結果が出る方を採用すれば良いし、ドライバーはフラットに、ウェッジはアップライトに振らなければ当たらないから、どちらのスイングということはないと思うのである。

　例えば、ダントツの世界ランキング１位であるタイガーは、どちらに分類されるか？　その答えを明確に持っている人は会ったことがない。どちらのタイプからも名手は世に出ているのである。ということは、このポイントはスイングにおいて絶対のものではないといえると思うのだ。

　アップライトも正しいし、フラットも正しい。逆にアップライトも間違っているし、フラットも間違っている。

　アップライトのスイングは、ボールを高く正確に飛ばすことができるという伝説がある。真相は、短いクラブは自然とアップライトになるので、短いクラブの特徴が影響して伝説化していったのだと思う。

　フラットなスイングは、ボールが低く飛び距離が出るという伝説も同様であろう。

　ただ、たった一つの真実がこの議論には見え隠れする。
　信じた者は救われるのである。

　正しいとかいう基準で満足することなく、信じられるという基準でこの議論をしている人は、この議論により得た信実を自ら実行することで事実にしているのである。

　私は信じられないぐらいにアップライトな軌道でドライバーを正確に飛ばす人を知っているし、逆に、恐ろしいほどにフラットな軌道でショートアイアンをピタピタとピンに寄せる名人も知っている。

　信じる者は救われる、のである。

　理論でうまくなるなんていうのは幻である。

　Ｓ塾生がアマチュア界を席巻しているから、その理論が究極だと反論する人がいる。理論が正しいのではない。たぶん、当の本人だってそうは思っていないと思う。
　正しいのは環境の作り方だ。現在の日本のジュニアの世界で欠けているのは、環境作りという土台であることは、ある程度良識があれば誰でも分かることである。
　Ｓ塾を見て思う。環境さえ作れば、原石はたちまち磨かれ輝くと。
　大人に対しても、まず、鍛えることを前提にスイングを説く姿勢は、欠けていたものを補う意味では環境作りである。そういう意味で、その理論は正しいと思うが、一人ではなかなか成立しない弱点もあり、スイング理論としては致命的な欠点だと個人的には思う。
　ただし、信じやすさという意味では、最近流行している誰にでも効く薬的で安易なスイング理論より数倍上であることは間違いない。

　狂信的に信じられるものを待った者が勝つ。
　それが理論であれ、言葉であれ、感覚であれ、何にしてもである。

　信じられるものを探すことが、練習である。誰のものでもない、自分自身だけの特別を探すのだ。人が見れば、古く見えようが、みすぼらしく見えようが、おかまいないしでいい。

　裏切られても信じ続ける価値があると思えるものを見つけた時、ゴルフの謎が解けるのかもしれない。
（２００１年８月９日）


弟が教えてくれたこと

　私の弟は小学校６年生の夏にコースデビューした。しかし、ゴルフに夢中になることはなかった。非常に気を使うタイプの彼は、大人の中で過ごすことが苦痛だったのだと思う。それでも、少しずつはゴルフはしていた。

　１９歳の時に初めて取ったオフィシャルハンディは８だった。その全てのラウンドに付き合った私は、ハーフに二つイーグルを出すが、８も平気で連続で打つ弟のゴルフが歯痒かった。結果的に、私と一緒にゴルフ用品を販売する仕事に就いた弟は、ゴルフの技術という意味では私の分身だった。彼は私がいったこと以外は信じない特異なゴルファーだったが、その分迷いがない良いゴルファーに育った。

　知り合いのプロゴルファーは、口を揃えて弟の才能を誉めた。兄の私は努力型だが、弟は完全に天才型であると。しかし、私より少し早く、弟はゴルフ業界から去った。

　昨年の夏に彼は５年振りにクラブを握り、全く練習もせずにコースに立った。１００は越えるであろうという予測を完全に裏切り、７番までパープレーで回った。結果的には８２だったが、天才型と言われたことが嘘ではないことを証明したのである。その時に、弟は私のことを「手が動きすぎだよ」と控えめに解説した。私は正直、その話を全く聞かなかった。

　この夏、再び対決した。今回も弟は８４で回った。私は８１だったが、勝負所で池に入れたり、ＯＢギリギリのショットが続いたり、締まらない内容だった。
　帰りの車の中で、弟は昨年よりも今年の方が昔に近いと私を誉めたが、気になることもいった。

　「アドレスでボールの位置が異常な時があるよ。逆球（狙いと反対に曲がるボール）をワザと打ってるみたいに感じたホールがあった」

　弟にフェードとドローの打ち分け法として、アドレスでのボールの位置のアドバイスをしたことがあった。より左に置けばフェード、右に置けばドロー。簡単な話だった。

　「今の兄貴はさ、ボールが捕まりやすい簡単なクラブを使ってるでしょ。だから、内側に置いたボールは捕まりすぎてドローしているように見えるよ」

　思い当たった。しかし、言葉の上では分かっても、納得はしていなかった。

　数日後、練習場でいわれたように自分が基準としているポイントをドローと考えて、フェードするようにボールの位置を変えてみた。
　強力な違和感があったが……　打たれたボールは素直にフェードしていった。
　少し前から身体の中の標準器が壊れているような気がしていた。何も考えずにスクエアに打つと、ボールは左に行った。スイングでアジャストする邪道な自分がいた。アジャストできるのは練習場内だけで、本番のコースでは裏切られていた。
　弟に助けられた。

　止まっている状態であるアドレスでボールのイメージを出すのは、ゴルフを簡単にする秘訣である。

　練習場に来ていた若いプロゴルファーが、しばらく私を見ていた。
　「何か、おかしい所がある？」
　と尋ねると、
　「ボールの位置、フェード用ですよね」
　と逆に問われた。
　彼も、チタンにしてからボールの位置がボール１・５個分ずれたと話してくれた。でも、私がそうしていないのを何回か見て、いおうか、いうまいか、悩んでいたという。

　ボールポジションは、理解すると同時に慣れる作業が必要になる。
　秋の風を感じる季節がやってくる。またまた、テーマが増えた。
（２００１年８月２３日）


林の中から新しい時代が見える

　林の中に入ったら、最初に考えることは、最も確実な脱出方法は何か？　というのが上達が早い人の共通意識である。私はゴルフを始めて、数ラウンドで祖父より良いスコアでプレーできるようになってしまったので、祖父に技術的なことで教わったことは非常に少ない。その少ない中で、今でも自らの礎になっているのが、林の中からの脱出法である。

　右足の前にボールを置き、ハンドファーストで構え、手首を不要に動かさないようにして低いボールで脱出する。何度も庭にあった練習ネットで練習させられてから祖父のメンバーコースに行った。そこは林間コースだったからである。

　かなり無理な状態でボールにヘッドをぶつけて飛ばす形のこのショットは、暗黙の約束がある。芯には当たらないのである。だから、ボールは思ったより飛ばない。それを理解しているから、安心して強くボールが打てるのである。格好良くいうと、意図的に計算されたミスショットと言える。

　さて、昨年アイアンをキャビティバッグの物に変更して、最も変わったと自覚しているのが、このショットなのである。考え方によっては、全く方法が変わってしまったともいえるほど、劇的な変化があった。

　意図的に計算されたミスショットが、ナイスショットになってしまうのである。全く同じ状況で、同じことをした場合に、今までのアイアンなら５０ヤードしか飛ばないのに、新しいアイアンでは８０ヤード飛んでしまうのである。こうなると、右の林からフェアウェイを狙って打ったボールが左の林へ一直線なんてことも起きてしまう訳である。

　このように文章になると、流石キャビティバッグだね、スポットがでかい、と思えるのだが、実際の現場では、頭で分かっても長年の習慣で身体が理解しない。この飛びに慣れるのには、とても時間が掛かったのである。

　つまり、林の中から意図的なミスショットをするという行ための中に新しい時代が見えてくるのである。複雑なことをしなくても、ボールにヘッドをぶつけるだけで、ボールは想像以上に綺麗に飛びますよ、とーうことなのだ。

　現在では、かなり感覚を掴んできているので、今までだったら絶対に無理だった距離までボールを出したりすることで恩恵を受けているし、何より思いの外小さなスイングでも結果が出るので、確実性が上がったともいえるのである。

　とはいえ、マッスルバッグ（プレーンバッグともいう、いわゆるバックフェースが凹んでいないアイアン）でそれなりにゴルフをした人のみが感じて、かつありがたい情報なのだが、林の中で苦しむことが多い人にとってはちょうど良い機会だと思って、脱出法の再点検をすることをお勧めする。

　フェアウェイからのフルショットではなく、林の中から脱出するためのショットで新しい時代を感じるなんて所が、ゴルフのたまらない魅力の一つだったりもするのである。

　余談ではあるが、ランニングアプローチの際も同様の現象は起きる。これを生かすも殺すも自分次第である。
（２００１年８月３０日）


クラブの値段

　チタンヘッドのドライバーは10万円弱のものがゴロゴロしている。同じチタンヘッドでも、ものによっては２万円で買えるものもある。どちらが優れているか？　分からない。

　常識的には、高額な製品が優れていると信じたい気持ちはあるが、ゴルフの道具に関しては金額が裏切ることは、決して珍しいことではない。むしろ、日常茶飯事である。

　経済学的な考察は、個々でしていただくとするが、ただでも迷いが多い道具選びを更に難しくしているのが値段の問題である。

　この手の相談は非常に多い。個人的には、迷ったら高い方を買う、というのが答えだと思っている。

　負い目も持った道具が、それを跳ね返すことで更にパワーアップして強力な武器なるというのは、お話としては面白いが、現実的には奇跡みたいなものである。リスクを負うより、値段という数的な優位に立った道具を購入して、やはり高いだけのことはあるなぁ、と簡単に納得してしまった方が確実だからである。

　先輩のＨさんは、ここ５年ほどゴルフで伸び悩んでいる。ベストスコアの次の日に初心者の頃と同じスコアになるという現象を誰にでもあることだと軽く受け止めれば良かったのに、何故か、深刻に受け止めたことが原因である。出口のない迷路に迷い込んだＨさんは、結局、迷路の目的が出口を出ることではなく、その中をできるだけ速く走ることができることだと、大いなる誤解を抱くことになったのだ。

　ベストスコアの状態を維持するために、安易に道具に頼ったのである。

　一昨年に約８０万円を掛けて２セットと数本。
　昨年は約６０万円を掛けて１セットと３本。

　不況だといわれ続ける日本経済をあざ笑うようにお金を使ったのである。

　そのたびに、これで良くなると、根拠のない期待を大きく抱き、結果にその期待の倍は傷付いてしまったのである。
　クラブを変える。短期間でアジャストしようとして無理をする。技術が細くなる。クラブを変える……Ｈさんには、冷静に見て５年前の技術力の半分の力もない。

　Ｈさんは、この夏を過ごしてやっとそれに気が付いたらしい。高い代償ではあるが、これからが大切であり、出口がない迷路にはまった場合は大なり小なり誰でも似たような経験はするものである。

　５年前のクラブに戻して、平均ストロークで15打も落ちてしまった自分の実力を再び元に戻す努力を始めたＨさんは、憑き物が落ちた後のすがすがしさで一杯である。

　一般に売ってる物と違うものが欲しいという願望は、実は自信の無さが背景にあると心理学の先生はいう。ゴルフの道具でも同様の事がいえると思う。Ｈさんが過去３年間で購入したクラブ数に対して値段が高いのは、市販品をいじり回したり、あなたのための世界で１セットの特注品をオーダーした結果である。
　私はその半分の道具を見たが、一目で酷いものだと分かるものだった。しかし、Ｈさんからすれば、値段に頼るしかない気持ちだったのだと思う。何が何だか分からなくなっても、金額という数字が持つ説得力は強力である。

　値段は環境でも変わる。現実的な意味で１０万円のものは買えないが、２万ならどうにか買えるという場合は、その人にとって２万のものが最上級のものになる。そう考えると、制限があることは幸せだと思う。

　クラブの値段に振り回されるのは、愚かなことである。自分が使う物の価値は、最終的には使い手である自分にしか分からないものなのだ。値段なんて、一つの判断基準に過ぎないのである。

　とはいいながら、秋は新製品の季節でもある。
　楽しく有意義に迷うことは、ゴルフの楽しみの一つである。買うことも選択肢であり、買わないという選択肢もある。

　金額を考えると……　買うのも地獄。
　スコアを考えると……　買わないのも地獄。

　あぁ、自らの欲深さが怖い。秋の夜長に向けて欲深さの闇が広がっている。
（２００１年９月６日）


グローブ、今昔

　いきなりだが、私は白で羊皮のグローブが好きだ。かれこれ２０年は使用し続けている。本当はセンターカットのボタンタイプ（切れ目が手の甲の真ん中にあり、マジックテープではなくボタンで留めるもの）をボタンをせずにするのが良いのだが、現在はほとんど見かけないので残念である。バッグの中には常に３〜５枚のグローブが入っている。

　グローブはゴルフ用品の中で最もショットに影響しそうなのに、実はあまり関係がないという不思議なものである。

　例えば、素材が人工皮革でも天然皮革でも、その特徴や感覚の差はあるが、クラブのように直接的な影響はしない。その証拠に、プロ用に作られたものも素人用でも大差がない（厳密には、フルオーダーだったりするので、指の長さにピッタリしていたりもするが）。

　それでも、無頓着にはなれない。何だかのこだわりはあるものだ。素材、色、形、感触……　グローブをしないという選択肢もある意味でこだわりである。

　私が白いグローブが好きな理由は、ゴワゴワ感である。値段が安い皮の白いグローブは、硬くて、厚くて、ゴワゴワするのである。それを、パンパンに張るようにピチピチにして使うのが、身体に染み込んでしまっているのだ。
　昔は、白いグローブはどれでもゴワゴワしていたが、最近では驚くほど柔らかいものが売られていて驚かされる。この最新技術を使った白いグローブは、個人的な趣味でいえば「×」である。

　そもそも、何故、白いグローブはゴワゴワするのか？　明確な理由がある。

　答えは、脱色作業である。
　羊の皮をグローブにするのは、当たり前でだが皮を剥いて、それを鞣すところから始まる。そして、着色して、裁断、縫製。
　黒のように染めてしまえば、下地が見えないものはそれでよいが、白くする場合は脱色してから着色しなければ、下地が出てしまうのである。皮を脱色するので、ゴワゴワするようになるのである。

　ちなみに、良い皮の条件は羊が若い（数カ月）ことで、軟らかさに差が出る。そして、背中側の皮を使うことである。皮を剥ぐ場合は、お腹側を割くのが普通である。それは、背中側の薄い高く売れる部分に傷をつけないためでもある。

　背中側を使用した場合は、１頭から１〜１・５枚しかグローブはできないが、背中にこだわらずにできるだけ無駄がないように使えば、確実に２枚は作ることができる。しかし、この差は厚さや伸びなどで大きく露呈するのである。

　天然素材の話ばかりになってしまったが、グローブのこだわりは断然に天然素材なので勘弁して欲しい。

　白とは逆に、極めて薄く、柔らかい素材が好みの人は、黒のグローブになる。白いグローブをしながら、手の平の感覚に鋭さを求めるのは矛盾だらけだったのである。
　私がゴルフショップの店員だった頃は、グローブの選び方で、そのお客様の感覚が本物かどうか、試したものである。

　前に誌面で触れたが、グローブで指の先が余っているのはサイズの合わないスーツでビジネスマンを気取るぐらい滑稽なことである。指先が余ったグローブでは、ちゃんとしたグリップは不可能である。指先がぴっちりと入っていて、指の股が届いていない方が、余っているより正しいフィッティングである。

　素材に関する感覚テストは、黒と白の同じ銘柄のグローブをさせて違いが分かるかで行われ、グリップに対する感覚テストはサイズ合わせで行われたのである。結果として２０人に１人程度しか合格者はいない。ただ、驚くのはその２０分の１の人々は、ほぼ例外なく短期間でシングル入りするような上達を見せることである。考え方によっては、なかなか上達しないと悩んでいる人の多くは、才能とか、練習という以前に、感覚のズレが問題なのかもしれない。

　身体とクラブを結びつける唯一の部分であるグリップ。それと手の平の間を取り持つグローブが、緩んでいたり、感覚がおかしかったりすれば、結果に影響しない方が不思議である。

　私が白いグローブが持つゴワゴワ感に少ない力でグリップ力が増すようなイメージを持っている。感覚が鋭い黒の薄く柔らかいグローブでは、力が強く入ってしまうような気がするのである。

　人それぞれ感覚は違う。それは当然である。しかし、グローブを見直しただけで、自らのゴルフの悩みが軽減するなら、この機会に一度試してみたらどうだろうか？

　天然素材は生き物である。同じブランド、同じサイズでも微妙に違う（ものによっては大胆に違う）。同じものを４枚は試着させてもらうと、好きなものと嫌いな感じが分かるのが普通である。
（２００１年９月１３日）


フニャフニャ練習器

　チューブのようなものがシャフトに装着されていて、それが棒状になるように振り抜く練習をすることで正しいスイングが身に付く、という謳い文句の練習器具がある。読者のメールを見てみると賛否両論で、数的にはほぼ互角である。

　私も試したことがある。クラブのスピードをスイング中のどこで最大にするか、というテーマに対しては効果があると思った。でも、正しいスイングの手助けにはならないとも思った。
　私は、この練習をバスタオルで行ってきた。片側に結び目を作って、それをヘッド側にして素振りする。手で振ろうとすると上手く結び目は回転しない。クラブヘッドを遅らせるという意味が分かるようになるはずである。結局、この練習器はバスタオルの豪華版である。

　似たようなもので、シャフトに関節のようなものが付いており、スイング中にその関節が折れないように振ると、クラブの軌道が良くなるという練習器もある（こちらは２０年ぐらい前からある）、この練習器は、ヘッドを効率よく最短距離で加速するための練習には効果的である。注意するべき点は、やや早めのスイングの人には間違いがあっても表面化しないという点と、フラットなスイングの場合も機能しないケースがある点だろう。

　いずれの練習器も、私は見るたびに「プロゴルファー猿」という劇画を思い出してしまうのである。

　ゴルフのスイングに悩む人がたくさんいて、それに対応する練習方法や器具も多種多彩な種類がある。画期的な効果を訴えるものほど信頼性が落ちるのは、クラブと同様である。

　自分が信じて行い、その結果が出ていると実感しているなら、それは自分にとって最高のトレーナーなのだと思えばいい。やはり、クラブ同様で万民に同様の効果があるものは存在しない。

　ただ、私たちが忘れてはならないことは、どんな素晴らしい器具も基礎的な地道な練習には勝てないということである。基礎的な地道な練習は辛いし、時間も掛かる。だから、ついついお手軽な方向に流れてしまう弱い心は、誰でも持っている。しかし、そういう方法でしか得られないものは存在するのである。

　遠目に見ていれば辛い練習も、その効果を知り、目標を持って行えば、やっている本人にとっては意外に楽しいものなのである。

　「簡単」なことは、面倒で時間が掛かる仕掛けがあって初めて実現するのである。
（２００１年９月２０日）


グリーンのラインの読み方『読者投稿編』

　グリーンのラインの読み方は、誰からも教わらなくてもできる人と、教わらないとできない人に大別されるといわれる。どちらが良いとか、悪いとかではない。例えば、方向音痴（私がそうだ）と同じように、困ったものだけど憎まれるほど悪いわけでもないという感じだと思われる。

　キャディの中には、客にラインを教えることに至福の瞬間を感じる人もいるので、そういう方々のために、読めない人も存在価値はあるのである。持ちつ持たれつである。

　ただし、最近ではセルフプレーが少なくないので、キャディがいないとラインが読めないという人の存在価値が危ぶまれている。そうなれば、一応、読めるようになっておこうというのが、前向きで責任ある大人が取るべき態度なのである。
　今回は、以前、誌面でラインの読み方を取り上げた時に、たくさんのリクエストと共にいくつかの投稿をいただいたので、それを紹介しよう。

【パターをつり下げてラインを読む】
　青木功プロのようにパターを片手でつり下げて振り子状態にして、ラインを読む……　これで目の錯覚を防げる、と。
　確かに平衡感覚を正常にする効果はあるが、スロープレーになりやすい（目立つルーチンは原因にされやすい）ので注意である。やる場合は、他の人の順番の時に限定すること。自分の順番になってから、おもむろにこれをやるのは少し問題だと思う。ラインを読むことも同様に他の人の順番の間にできるだけの準備をしておくことが正しい。
　よって、このワザは△である。元々平衡感覚以前の問題で悩んでいるケースが多いのだから、余計である。上級者のおまじない程度の認識で良い。

【カップに注目する】
　カップの切り口を凝視する。また、真上から覗く。傾斜している所にカップがあれば、引力方向に直角にカップが切られている前提で斜めになっていたりして見えるので、傾斜が分かるという理論。
　このワザは○だ。ほとんどの場合、カップは真ん丸だし、傾斜を感じるほど斜めに切られているのは分からない。つまり、カップ周りは概ねストレートラインだと理解できる。『悩んだら真っ直ぐ打つ』というのは定石である。

【全てややスライスだと思え】
（この投稿を読んだ時、ぶっ飛びそうになった。この考え方、ある意味で真理である）

　全てのラインはややスライスだと信じる。傾斜が無いと思っても、ストレートでなくカップの左半分を狙う。明らかなフックだと分かり切った場合だけ、フックラインに狙っていく。

このワザは◎に決定。スライスでもフックでも良い、自分の好きなラインを想定して打つというのは、結構良い結果を生みそうな気がする。失敗したパットが入ってしまう快感も、狙い通りに入る快感も味わえるし、外れたとしても読み違えたと胸を張れる。
　ラインを読めなかったから迷いがあったと考えるのは、確かにネガティブだといえる。ラインは読むのではなく、決めるものだといい切れれば怖いものはない。読めないラインを読もうとするより、数倍結果が良いような……

　以上、３つの投稿を紹介した。参考になれば幸いである。ラインの読みは人それぞれであるが、全ての責任は自分にあるから面白いのである。

　なお、自分独自の方法を持っている方は、是非メールして欲しい。掲載するかどうかは別として、ゴルファー同士の情報交換になれば良いと思っている。
（２００１年９月２７日）


軽い会釈で構えてみたら

　普通に立って、足を肩幅に開く。膝を若干曲げる。膝がつま先より前に出てはいけない。正面に向かって軽く会釈をする。アドレスの基本姿勢を説明するとこのようになる。

　アドレスに迷いがあるゴルフは辛い。ブレーキが故障した車で走ることを考えれば、辛さも怖さも理解できる。できるだけシンプルに、自然体なアドレスが好ましいし、結局それは究極のアドレスにつながるのだと思う。

　海外のシニアツアーを見ていると、実に感慨深い。老いてもなおゴルフで戦える秘訣は、何であるか？　そういう視点でついつい観戦する。様々なことが分かるが、６０歳を越えても飄々とプレーするシニアのベテランたちは、アドレスが立っている人が多い。

　アドレスには色々なものが刻み込まれる。多くの場合、それは前傾の深さになって現れる。確かに、絶対的な体力を背景にして考えれば、前傾の深さは飛距離と効率の良い体重移動を可能にする。ただ、それは真似してもできるものでなく、自然と滲み出るように現れる特徴である。

　しかし、体力はピークを過ぎれば落ちる。維持する限界がある。アドレスを戻さなければならない。初心者の頃のように素直な自然体に……。

　軽い会釈の前傾姿勢が重要になる。最も回転しやすい形は地面と垂直に立つ形である。身体の回転が不足していると感じている場合は、アドレスを立ててしまえばいい。肩からクラブを吊るようにしてアプローチすることで、手先が微妙に鈍感になってきたことをフォローすることができるのも、身体を立てる形ができるかどうかに掛かっている。全てが、軽い会釈をする前傾姿勢につながるのである。

　スイングをいじるのは大変なリスクがある。しかし、アドレスをチェックするのは、どこでもできるし、危険性は低い。アドレスチェックで、自分のゴルフを立て直す術を知っていれば、非常にシンプルで理論的でもある強いゴルファーになることができる。

　アドレスを大切にすることで、スイングも調整できる。まずは、体力に応じたアドレスがあることを理解しよう。

　意図的に形を変えてアドレスして、ボールを打てば、答えは出る。その傾向を徹底的に頭に叩き込めば、程度の差はあるけれど、色々なことが分かってくるはずである。

　最後になるが、最も重要なのは、狙った形のアドレスを全く同じ形に常に再現できる力である。形を確認したら、それを思い出し、再現しやすい逃げ道を作っておくと良い。何事にも基本となる形は必要である。
（２００１年１０月４日）


ティペッグについて

　誌面では、ティと統一しているが、正確にはティペッグが正しい名称である。ティグランドでボールを打つ時に認められているボールを盛り上げるための道具である。

　ティに関して、長さ、素材に関して特に決まりがない（打球の方向性や飛距離などに影響する作用があるものは禁止されている）。気軽に買える小物なので、バブルの頃はたくさんの種類があって、見ているだけでも飽きなかったものである。

　木製のティペッグを使えば芝刈り機の歯が痛まないし、自然と土に戻るから正しいといわれるが、グリーンキーパーは苦笑いする人が多い。芝刈り機の歯には若干優しいかもしれないが、自然に風化するほど放置されたティは見たことがない、と。しかし、最近では当たり前のように木のティを使う人が多いのは、現実的な効果は横に置いて、気分が良い傾向である。何かに考慮しながら、我慢するという姿は気持ちがいい。

　プラスチックなどのビニール系の製品も多々ある。木製のものは折れたりするが、そういう意味の耐久性に優れているので人気があった。

　さて、最近のドライバーは大きなヘッドが主流になってきているので、高いティアップを求める人が多い。当然、長いティが必要になる。７センチ、10センチ、15センチなんてものが売られているようであるが、まるで女性用のハイヒールのようで微笑ましい。

　私がゴルフ用品を売っている頃は、お客様によっては素材にこだわる人もいた。

　「桜の木のものが欲しい……」
　「できるだけ柔らかい木のものがいいのだけれど……」

　腕の見せ所だった。

　多くのティは、実はかなり柔らかい木を使っている。それは、単純に加工コストを下げるためであるが、結果として当時のヘッド素材であったパーシモンを守ることとなったのである。
　ティを扱っている会社は意外に少ない。ということは、逆に一カ所に全てが集中しているということで、素材の相談などにも量さえ買えば乗ってくれた。非常に高額になるが、手で簡単に折れてしまうものも作ることができた。お客様には大好評だった（素材は企業秘密）。
　珍しいものでは、竹でできたもの、土を加工したもの（水に浸しておくと48時間で溶けてしまう）、自宅の木を持ち込んで作ったものなどがあった。

　そうなってくると、ティのカラーも様々である。好きな色、素材がそのまま出るニスのみ、独自な色……前にも触れたが、白いティはＯＢを連想するので嫌だという人がいたり、緑のティは探しにくいので嫌だという人がいたり、色々な色が混じっているのを好む人、単色を好む人、色のバリエーションも面白い話がある。

ティに名前を入れる事もできる。私は１０年前に作ったものが、まだたくさん残っているのでそのまま自分の名前入りのティを使用している。

　ティだけでも個性が出るものである。さり気ない道具であるが、こういう所に滲み出るものは本性である。少しだけ意識してみることで、ゴルフ全体に良い影響があるかもしれない。
（２００１年１０月１１日）


パター強振練習法

　グリーンの端から端までの長い距離が残ってしまうことは、意図せずともあることである。ケースバイケースで、３０ヤードなんて距離のパットをすることは誰でもあるのである。こういうパットを簡単にＯＫに寄せることができれば、ゴルフは何と楽で簡単になるか。それが今回のテーマである。

　長いパットが上手い人は自分の距離感を確立している。言葉にしてしまえば、何とも簡単である。もう少し詳細に観察すると、いくつかの共通点が見えてくる。

　�@短いパットも上手い
　�A大胆に大きいテークバックを取る
　�Bリズムが安定している

　この共通点が、長い距離のパット名人になるポイントである。

　１番目の短いパットが上手いというということは、目標であるターゲットゾーンを大きくする効果がある。長いパットの場合、カップを狙うことがそのまま目標になることは少ない。狙わなければ入らない、という気持ちは分かるが、カップを狙いにいったロングパットは概してカップをはるかに越えてオーバーすることは、ある程度経験を積んだ人であれば知っている。カップを中心とした大きな円を想定して、その中に止めようとすることで、距離感は出てくるのである。
　短いパットに自信がある人は、その円（ターゲットゾーン）を大きく想定しやすくなる。自信がそうさせる。大きなターゲットゾーンの中にボールを止める方が易しい。あまりプレッシャーが掛からない状態でパットができる。

　ここで２番目のポイント。大胆に大きいテークバックである。これは、反面教師を考えることでイメージが明確になる。
　長いパットが下手な人の多くは、小さいテークバックでパチンと強くボールをヒットしようとする。いわゆる力加減をインパクトに頼るのである。５番アイアンを持って、ドライバーでしか届かない所にボールを運ぼうと意図した無茶は、誰が見ていても無惨であるのと同様である。逆に、６番でも届くが、奥でもいいや、安全に５番で、と考えて、力を抜いたショットが凄い当たりで気持ちが良いということがある。当然だが、後者の方が比較にならないぐらい簡単である。よって、大胆で大きなテークバックは不可欠なのである。

　最後のポイントがリズムである。
　短いパットも長いパットも同じリズムで打つことは、距離感を作る上で非常に重要な要素なのである。いわゆる達人たちの英知でパターという道具も進化してきたが、その背景に一定のリズムがあったことは言うまでもない。その証拠に良いパターだと評価されているパターは、ほぼ例外なく、強く打ち出すより、ある程度優しく打ち出したボールの方が良く伸びる転がりを見せる。この特徴を使わずして、パターの善し悪しは語れない。
　自分と道具をよく理解して、最適なリズムを探そう。付け足せば、良いリズムで振られた場合、良いパターは軌道が安定するという利点も持っているはずである。

　以上の３点がコツと考え方である。

　それだけでは不安であるという人のために、練習場でできる練習方法を紹介しよう。アイアンマットの上に置いたボールをパターを使って３０ヤードほど転がすのである。大きなテークバックと一定のリズムを意識することが大事である。安定して同じ所にいくようになったらＯＫである。
　この練習によって、最も効果が現れるのは、ボールを芯で捉えられるようになることだ。長いパットが苦手な人の多くは、ダフったり、トップしたりして、目標を大幅にショートする。確実に芯に当てる技術は最低限でありながら、意外に練習しにくいものであったりする。強振練習法が役に立つはずである。

　パターの振り幅は、ヘッドの位置で決まる。最大距離を知れば、その半分でどこまでいくのか、３分の１ならどうか、位置関係を覚えれば良いだけの話である。

　人によって、最大距離には差がある。私の場合、平地の９フィートの速さ程度のグリーンであれば２６ヤードが最大距離である。それ以上になると、普段のリズムでは届かないので、インパクトでの調整が必要になる。

自分の距離感を作るための第一歩として、最大距離を把握しよう。自然と長いパットに自信がついてくるはずである。
（２００１年１０月１８日）


パター選びの基準

　パターの調子が悪い場合……まず、練習が一番の解決法である。そして、ひたすら練習。それでも、練習して、本番に挑む。結果が伴わない時には道具を疑う。

　パターは何本あってもいい。
　そう考えれば気も楽である。

　第一にパター選びは直感である。だから第一印象が非常に重要だ。パッと見た目で手に取りたくなる衝動がないものは、縁がないと思った方が良い（それ以前に、手に取らなければ何も始まらないが）。

　購入後で調整できる範囲は、グリップ調整とバランスがせいぜいである。この点に関しては、購入後調整するものとして、選びの基準からは外して考えるが、実際にはグリップなどは真っ直ぐに入っているパターが信頼できることは書くまでもない。

　第二は、構えた時にラインに対して真っ直ぐ構えることができるか？　である。自然に構えて、どちらに向いているのか分かりにくいと感じるパターは、結果として使いにくいはずである。

　第三は、ライ角の問題である。構えた時に、ソールが違和感のある上がり方をするものがあるが、それはパスである。ライ角は、同じパターでも数種類あるケースがある。複数本あるなら、全てを構えてみることをお勧めする。特に外国ブランドのものは意外にライ角のバラツキがあるので試すことが重要である。

　そして第四は、ストロークしてみること。実際にボールが打てればそれでも良い。バックスイングが真っ直ぐに引けるものが良い。淀みなく、スっと、一直線に引けるものが良い。これは意外に難しく、無理なく真っ直ぐに引けるものには、なかなか出会えない。逆にいえば、真っ直ぐ引けるものがあれば、無理にでも購入することをお勧めする。少なくとも私はそうしている。

　最後にボールに当たる感触である。硬い感じ、柔らかい感じ、好みの問題である。この辺はこだわりである反面、変わる、もしくは、変わりやすいものであるから、その時の感触で良い。自分が良いと思った感触を信じることである。少なくともその瞬間は裏切らない。
　最終的には、パットは水物である。プロゴルファーでも、その日その日でできが違う。

　以上がパター選びのポイントである。重い軽いや、長い短いは、４番目に挙げた真っ直ぐに引けることに比べれば大きな問題ではない。距離感は、練習で作ることができる。重い軽いの影響は練習で緩和できる。

　パターは大別して転がりの良いものと、あまり良くないものに別れる。評判が良いものは転がりがよいものが多い。しかし、単純に転がりが良いものが誰にでも良いとはいえない。例えば、やたらとオーバーするパットを繰り返している人が転がりの良いパターを使っているのを見ていると、昼間にライトの性能を試しているような気がしてくる。転がりがあまり良くないパターが合っている人もいるのである。強くヒットしてもあまり転がらないものは、多くはないけれど市場には必ずある。

　また、余裕があれば、ボールの位置による違いも調べたい。ボール１個分だけボールの位置をライン上にずらすことで、信じられないほど構えやすく、真っ直ぐ引きやすいパターも存在する。自分の現在のアドレスに合っているか？　ということには、強いてこだわり続ける必要はない。パットは入ることが究極の『正義』で、入らないことに意味も美学もない。

　そういう意味では、パター探しは自分探しでもある。利き手が右の場合、左足の位置が非常に重要な要素になるのだが、それは、また、別の話……。
（２００１年１０月２５日）


ウェッジの使用範囲

　２１世紀になって最初の年である２００１年。日本国内の多くのゴルファーのキャディバッグにはウェッジが３本入っている。ピッチングウェッジ（ＰＷ）、サンドウェッジ（ＳＷ）、アプローチウェッジ（ＡＷ）。最後のＡＷについては、ＰＳ、ＦＷなど呼び方は様々であるが、概ねこの３本の構成である。

　それぞれをどのように使いこなせばよいのか？
　そんな疑問を持っている人は意外に多い。

　極論をいえば、ウェッジは１本でも十分である。高い技術力を駆使し、機能をフルに使うことができればという条件がつくので、誰にでも可能なわけではないが、ハンディキャップが片手で数えられる人でも完全に使い切っている人は多くはない。

　ウェッジ３本が普通になったのは、せいぜいこの１０年である。それまでは、１本でまかなう範囲が広かったので、上級者になる人は、自然と様々な球筋が打てる技術を会得したのである。

　しかし、現代のゴルファーは余計な技術を必要としなくても様々な球筋を打つことができるチャンスを与えられているのである。それが、ウェッジ３本の意味である。

　まずは、代表的な迷いについて書く。それは距離である。例えば以下のような例の場合を考えてみよう。ＰＷ＝１１５ヤード、ＡＷ＝１００ヤード、ＳＷ＝８０ヤードだったとする。８０ヤード以下は全てＳＷにお任せ、という人がいる。先程の１本理論でいけば、それもまた道である。

　３本をフルに使うという意味は、実はＰＷはフルショット用で良いのである。問題は残りの２本。ＡＷにさせる仕事とＳＷにさせる仕事をどう分けるか、が重要な要素である。フルショットの距離は重ならないことと、ある程度離れていることが維持できていればそれでいい。

　使い分けで考えなければならないことは、それぞれの機能である。ＳＷはバンカーでも使用するので、機能的にはバンカーで使いやすいことが優先されるが、ここが第一のポイントである。バウンスをどうするか？

　バウンスというのは、ソールがシャフトと垂直なる平面に対する角度である。大きければ、地面を跳ね返す力が働き、小さければシャープに地面に刺さっていく。

　バンカーショットでは、ある程度のバウンスがある方が技術が無くても楽に打つことができる。ボールの手前に打ち込んでしまえば、後はクラブが仕事をしてくれるのだ。しかし、フェアウェイなどで普通のアプローチに使用する際は、バウンスの大きさが邪魔をしてクラブを打ち込むポイントが１点になる弱点がある。特に開いてクラブ使う場合には、大きいバウンスはより大きくなり邪魔になる。

　選択する基準は、バンカーショットの自信であろう。自らの技術力に自信があれば、バウンスが小さいＳＷでバンカーをするという技術を使えばいい。その分、普通のアプローチでそのＳＷは使いやすいものになる。逆に自信がなければ、バンカー内で１００％の力を発揮するバウンスが大きいＳＷを使えばいい。

　ＳＷの機能が決まれば、自然とＡＷに求めることが決まってくる。バンカー専用ＳＷにした場合は、普通のアプローチに対して範囲が広いものを選択する必要がある。考え方を変えれば、ＰＷを少し飛ばないものにして、フルショットからハーフショット程度まで使うようにして、飛ばないＡＷを選択するという手もある。飛ばないＡＷは比較的易しいものが多いし、最大飛距離から「０」までという範囲を狭くすることで受け持つアプローチを減らすことが可能だ。

　ＳＷをバンカー以外でも使用できるものにした場合のＡＷは、低い球が打ちやすいものを選択すると使い分けという意味で有効である。多くのプロモデルは、こういう前提で作られたものが多い。フルショットからハーフショットでの距離差が出やすいものもポイントだが、極端なものはいわゆる難しいものになってしまうので注意が必要である。考え方として、ＳＷは飛ばないものにすると、ＡＷとの使い分けが易しいので覚えておくと良い。

　均等に使う必要はない。好きな方があっても良いし、ケースバイケースで使用する中で偏りが出てくるのは運だと開き直ればいい。上手な選択と経験を積む中で、使うシーンでどちらかを悩むことはなくなっていくはずである。

　私も現在のクラブになる前は、ＳＷは９９％バンカー専用だった。理由は、ＡＷ１本のアプローチに絶対的な自信があったからである。フェースが摩擦で凹んでしまうほど使ったＡＷが、それを可能にしていたが、実は、ロブショットなどの高い球筋のボールでのアプローチを完全に捨てたからこそできることだった。逆にいえば、必要に対して冷静に頭を使って工夫すれば、捨てても良いものをハッキリさせることで、アプローチの範囲の問題はかなりの部分が解決するのである。

　現在のセッティングは、極端に飛ばず、バウンスが小さいＳＷでバンカーショットをし、そのリスクの代償として普通のアプローチで高い球を受け待たせている。ＡＷはその分、球足を気にしたアプローチに専念させることができているので、とても気分は楽になっている（具体的には練習量が少なくても済むという利点がある）。

　アプローチ用のクラブは、米国のメーカーなどは４本の時代が来ると予言する所もある。一昔前に比べたら、信じられない位のバリエーションがあるので、選ぶのは楽しいし、簡単である。悩んでいる人は、まずは自分のゴルフと相談し、考えをまとめて、それから選択に入れば良いと思う。

　飛ばして乗せる努力はなかなか報われないが、寄せて入れる努力は結果が面白いように出る。寒い季節の前に考えてみるテーマとして提案したい。
（２００１年１１月８日）


グースしている？

　グースしていないクラブが流行している。シャフトの延長線上にリーディングエッジがあるものがストレート、飛球線に対して後方に後退しているのがグースである。オフセットといういい方もあるが、代表的な分かりやすい例はピンパターのアンサーである。鍵型に後にヘッドがある形である。

　読者からメールで問い合わせが結構あるのが、ストレートネックのアイアンに変更したいが注意点は何か？　である。米ツアーを中心にストレートネックのアイアンは流行している。

　最初に理解して欲しいのであるが、このグースに関しては洋服の流行と似ていて、一定の周期で繰り返されるものである、ということだ。つまり、正解はない、のである。強いていえば、その瞬間の答えがあるだけで、それは永遠ではない。ゴルフにおいては、そういうことは多々あるのだが……。

　これだけ流行っているのに、ネックの形状がどのような影響をするのかを知らない人が多いのには驚かされる。専門誌などでも訳の分からない理由が書いてあったりして、混乱する人が多いのは仕方がないとも思えるが。

　ストレートネックとグースネックのアイアンの特徴は、打ち出しのボールの高さである。勘違いしている人が多いが、グースの方が低い球になるのである。グースしているということは、手が先行してヘッドが遅れる形が自然にできてしまうことを利点としている訳である。当然、打ち込まれた状態になるので打ち出しは低くなるのである。

　ストレートネックはボールが打ち出しから上がる。最下点でボールを捉えるイメージで打つことができるのである。米ツアーのように高いボールが不可欠なシーンで必要性が高まるのは当然といえば当然である。

　特徴を知り、自分の欲しい方を選べば良い。
　実に簡単な話である。

　とはいえ、この特徴は全く同じヘッドのアイアンで両タイプのネックを作って調べてみた結果である（バブルの頃はこういう事が簡単にできた）。実際には、ストレートネックのモデルとグースネックのモデルはヘッド形状が違う。設計概念を理解すると、欲しかった特徴が消されている場合も少なくないので注意が必要である。

　また、番手全てを見通した要素も選択基準になるはずである。ストレートネックのモデルの場合、概して５、６番のアイアンまでは意外に易しい印象を持つはずだ。球を上げることが簡単だからである。しかし、長いアイアンは最下点で綺麗にボールを捉えないとミスヒットになるので非常に難しいし、力がある弾道を得るためには、絶対的なスイングスピードが必要であることも忘れてはならない。

　グースの場合は、そのような心配はしないでいいケースが多い。全ての番手が同じ感覚で打てるという意味では、ある程度のグースが必要であるという考え方のクラブデザイナーは少なくない。

　全ての番手の中で、最もネック形状が影響するのはウェッジだと思われる。ウェッジで悩んでいる人は、一度ネック形状について考えてみると良い。ストレートが合う人には今は最高の時期だろう。ストレートネックのウェッジがゴロゴロしているからである。流行は上手に使ってこそ意味があるのだ。
（２００１年１１月１５日）


コンペ前２４時間のために

　明日はゴルフコンペ……　期待と不安が入り交じる心。Golf Planetの主催コンペということだけでなく、ほぼ全ての人にこういう瞬間がある。

　コンペでしかゴルフをしないという人もいる。それもまた道であるが、プライベートでラウンドをして、コンペが本番という意識の人が多いのが現実かもしれない。

　ラウンドの前日はなかなか寝られない、という悩みを持っている人がいる。まさに子供の遠足である。誘眠剤を飲む人、酔っぱらって寝ようとする人、素振りをして身体を疲れさせようとする人、ラベンダーの香りがいいと聞き、寝られないほど強力な香りを充満させる人、対応は様々である。
　だが、意外に、普段の平常の生活と同じ時間になると寝ることができるケースが多い。この悩みの多くは、翌日のことを考えて早めに寝ようとすることが原因になっているのである。とはいえ、寝不足がゴルフのスコアに関係ないとはいい切れないので、前夜の睡眠からコンペという戦いは始まっているといえる。

　とにかく横になり、目を閉じればそれでいい。床に入った瞬間から、たとえ寝ることができなくても睡眠は始まった、と思うことである。数時間床に入って横になっていれば、少なくとも身体は休まる。脳が起きている、といっても目を閉じて横になっていれば、活動レベルは下がった状態になっている。目的は明日のゴルフである。そのための最低ラインは守っていると安心して横になっていればいいのである。

　実は、寝る前にも問題点は山積みである。

　一つは前日の練習である。明日のことを考えると、身体が疼くという人もいる。それを癒す場が練習場だということになる。どうにもならない不安がある時、練習場でボールを打つことで救われるというケースがある。だから、一概に、前日の練習を否定はできない。
　しかし、前日の練習は危険が一杯である。そこでの調子が翌日に再現される保証は何もない。それが良くても、悪くても、である。つまり、不安を解消して、自信を持つという目的に対して何の効果も挙げられないのである。

　ただし、どうしても練習がしたいという人のために、前日練習の正しい方法を伝授しよう。同じ番手は５球以上連続で打たない。１球ごとに、マットから降りて、本番さながらに目標を決めるところからルーチンワークをしながら打つのである。
　重要なのは、構え方や入り方でどんな球が出るか、ということが分かるということで、上手くやれば、その調子や結果は翌日のコースで使うことができるのである。
　連続してボールを打つことは、本番のラウンドではほとんどない。本番であり得ない状態の練習をして、それが身になるのは初級者だけに許された特典である。一球入魂。この練習をすることが、コンペに勝つ可能性を高めることになる唯一の方法だと思う。

　自宅でパットの練習をするというのは、お勧めである。集中力を高めて、かつ、直接効果が出やすい。これも、１球入魂。ボールを１個だけにして、毎回構えるところから始めるといい。

　また、イメージトレーニングを取り入れる人もいる。方法も分からずに、ただ単純にコースに出ている自分を想像する人、詳細にスタートホールからストロークを予測する人、やり方は色々である。しかし、高い効果があったという報告はあまり耳にしない。
　イメージトレーニングは、自らの実力を最大限に引き出す意味での効果はある。つまり、多くの自らの実力がよく分かっていないゴルファーには意味がないのである。

　強いていえば、キャディバッグの中身を点検して、クラブを手入れしたりしながら、それぞれにあるだろう最高のシーンを思い出すという方法がお勧めである。８番アイアンを拭きながら、ベタピンに寄ったパー３を思い出すのだ。良いイメージのまま、それをバッグにしまう。コースで取り出した時、そのイメージが再び湧いたらしめたものである。
　重要なことは、良い記憶を鮮明にすることである。記憶と想像ではその効果は雲泥の差がある。良い記憶がないものは、より入念に手入れをして、これから起きるであろう素晴らしい未来を思うのである。経験を積めば14本のクラブ全てが楽しい記憶で一杯にになるかもしれない（？）。

　キャディバッグの中身を確認する作業は楽しいものである。ティやマーカーなどの小物は大丈夫か？　寒さ対策のために新しい武器は入っているか？　当日、現場でおたおたすることを考えれば、この時点から戦いは始まっている。入念で周到な準備は、太古の昔から戦いの必勝法である。

　コンペの結果は、神のみぞ知ることである。しかし、負けても楽しいのがコンペの面白さでもある。コンペ前２４時間をどう過ごすか。それまでも、コンペの楽しさになるようにすることが、達人への道である。
（２００１年１１月２２日）


スパイクの鋲を交換する

　ソフトスパイクも、今まで同様に鋲の交換が必要である。それも、金属製の鋲より耐久性が悪いという弱点があるので、２０ラウンド程度での交換をメーカーは薦めている。

　面倒だなぁ、と思うのは誰でも同じである。でも、放置するのは危険だ。斜面で滑ったりして怪我をすることもあるし、あまりに鋲が減ってしまうと交換ができなくなるということもあり、シューズを買い直すなんてことになる。

　できればキャディバッグの片隅に数個の鋲とレンジ（鋲を交換する道具）を入れておきたい。

　本来であれば、鋲は１個単位で売るのがサービスであると思うが、興味を持って都内のショップを何軒か見てみたが、１足分２０個とかで売られているのみで、バラ売りはしていないのでがっかりした。

　何故がっかりしたのか、疑問のある人もいるだろう。１足分丸々交換するのだから、パック販売でもいいじゃないか、と。そう考えてくれる方は、お店にとってありがたいお客様である。しかし、経済的な意味でも、ゴルフに対する敏感度でも今イチといえるのだ。スパイクの鋲には、ちゃんとした交換方法がある。そのためには少数の鋲があれば十分なのである。

　経済性だけを考えれば、減っている鋲を新しいものに交換すればいいじゃないか、ということになる。これも正しくない、不正解である。そうしたスパイクで自ら歩いてみれば、すぐに理由が分かるはずだ。減っている所は最も負担が掛かっている場所。その部分に新しい鋲を入れると違和感が強力になる。つまり、歩きにくく、打ちにくいシューズになってしまうのである。

シューズの鋲は、自分の歩きや打ち方の癖で減っていく。それは、自らのスタイルにフィットさせる作業でもある。減りすぎれば効果は薄れてしまうが、ある程度の減りはあった方が良いといえるのである。

　それを理解した上で、スパイクの裏側をじっくり見てみよう。減っている鋲もあれば、減っていない鋲もあるはずである。

　最も減っている鋲を外す。または、これだけ減ると問題があると判断した鋲を外す。空いた場所に、まだ使えると思われる使用中の鋲を外して移す。最後に新しい鋲を空いた場所に入れる。この方法だと、違和感が無くスパイクを履くことができるのである。

　全てを一気に替えても悪くはない。しかし、違和感があるシューズは、不要なスパイクマークを付ける原因になりやすいし、疲れたりもしやすい。シューズの専門家が薦める方法は上記である。ソフトスパイクになって、昔ほどではないとはいえ、けっこう問題があるものなのだ。

　いずれの場合も、鋲を付け替えた直後のラウンドの後には、締め直しをすることが大切である。付け替えた鋲は、非常に外れやすいのである。どんなに締めても、緩くなる鋲があるものである。

　道具を大切に使うことは、ゴルファーの資質の一つである。スコアアップは別として、シューズのグリップ力や歩きやすさは、アベレージに重要なポイントになる。

　たまには、足下に気を使ってみてもいい。
（２００１年１１月２９日）


サングラス越しに見えたもの

　和製デュバルと勝手にいい放ち、サングラスをしてプレーした私である。それについて、プレー中の同伴者からも質問が多いので、この辺りで、一度まとめを書いておきたいと思う。

　まず、サングラスをする意味である。紫外線のカット。これに尽きる。白内障の予防として、数年前から意識していた。空から降り注ぐだけではなく、芝生からの照り返しもあり、ゴルフ場は紫外線の無法地帯のようなものだそうだ。幸いなことに、黄色人種である私は紫外線による皮膚ガンの心配は最小限で良いようなので、注意すべきは白内障、という事になった訳である。

　２０代の頃は感じなかったが、夏の直射日光の下でプレーした帰り道の車の運転時に、目が疲れていると感じることがあった。ちょうど、祖父が白内障の手術を受けたというタイミングもあって、心配するより万全の予防だと考えた。

　スタイルとしてカッコイイとは思えないので、そういう意図でサングラスに迷っている人は止めた方が良い。そして、クラブハウスでは外すという程度の常識は持っていることも必要である。

　話は戻る。そうなるとチョイスするサングラスは、紫外線をカットし、下からの照り返しをも防ぐような構造になってる必要があった。また、ゴルフのプレーの妨害になるようなものも避けたい。レンズの小さなサングラスはフレームがスイングの際に気になるので、資格がない。

　興味を持ってみれば、ゴルフメーカー各社からもサングラスは出ていたし、かつて、年間で５０日も通ったスキーのゴーグルで信頼しているメーカーからもゴルフ用のサングラスが販売されていた。ただし、軒並み、１万円〜３万円という高額なものが多く、失敗は許されないムードが満点のエキサイティングな買い物になると思われた。

　概して私は、慎重になった買い物ほど、最後はカンや勢いで決定を下すという傾向がある。弓矢は大きく引かれるほど勢いよく飛んでいく。購入した経緯は、過去に誌面で書いているので参考にして欲しい（2001.08.10　#0350）。

　最初に購入したのはナイキのサングラスだった。フレームがグレーで、レンズは濃いグレー。軽さに驚いた。また、視界の明るさには感心した。いわゆるサングラスをかけた時に感じる暗さは全く感じない。後に勉強して知るのであるが、レンズは明るく、軽く、紫外線カットが良い条件の三拍子だそうである。

　最初は数ホール、次は半分、３ラウンド目に１８ホール全てにかけてプレーした。心配していた違和感はなかったが、グリーンの傾斜が見えにくいのと、距離感が合いにくいので、グリーン上では外すことにした。ちなみに、グリーンの傾斜が見えやすいという人がいるが、私の場合は逆だった。ただし、色弱の傾向がある方は、サングラスをすることで傾斜が見えやすくなることはあるそうである。

　視界が明るいので、ボールの落ち所なども裸眼と変わらないほど見えた。汗がレンズに落ちることへの対策さえできていれば、全く問題はない。心無しか精神的に落ち着く効果があるように感じた。完全に慣れてきたと思った頃には、秋になっていた。

　柔らかい秋の日差しは、いくら明るいといえ、濃いグレーのレンズは暗いような気がした。元々薄いカラーのものが欲しかったこともあって、ブリヂストンのパラディーゾブランドでレンズをイエロー、オレンジ、グレーと３つを交換できるタイプを購入した。これは、ナイキのものに比べると少し重かった（値段はその分安かったが）。

　オレンジのレンズをしてプレーしてみた。悪くなかったが、ラフの茶色になった芝生が、レンズ越しに見ると真っ赤に見えるのには閉口した。ラフに入ると、赤い絨毯にボールがあるように見えた。気分は国会議員である（？）。それでも、春が来るまでオレンジのレンズとお付き合いしようと思っている。

　結局、２つのサングラスを購入してケースバイケースで使用することになった。

　ＢＳのサングラスを購入する前に、実際にショップでサングラスをいくつか試してみた。先程の目を上下左右から覆う形のものは、ほぼ１００％の確率で紫外線をカットするので、一安心であったが、安い物の中には注意しなければならないポイントが一つある。レンズの厚さである。

　目を覆うような形のものは、その形状から凸レンズになっている。薄いものなら気にならないが、厚いものだと手元が近く見えてしまうほど凸レンズになっているのである。

　虫眼鏡を想像して欲しい。虫眼鏡をして、近くに見えるボールを打つことができるであろうか？　酷いものになると、ドライバー程度のアドレスでボール１個分近くに見えるものもある。目からの情報を信じて振り切れば、上手くいけばトップボール、下手したら空振りである。サングラスに空振りは似合わない。

　レンズは薄ければ薄い方が良いし、高額な商品は例外なくダブルネーム（フレームにゴルフメーカーのブランドロゴ、レンズはレンズの会社のロゴがあるという具合。多くの場合、レンズの会社に注目するのが正しい）である。

　サングラスは、誰にでも必要なものだとは思わない。そして、ジンクスや気まぐれで購入するには、良いものは高すぎる買い物だ。しかし、その投資に見合うプラスαを感じたら、購入しても良いものでもある。

　サングラスを通して見えるものは、裸眼では決して経験できない世界である。私が見た世界は、裸眼より格段とシビアな現実であった。

　サングラスがずり落ちるほど強振しても、ボールはコントロールを失うだけで遠くへは飛ばない。サングラスがずり落ちないように、大人しく優しく振れば結果は後から付いてくる。サングラス越しに見える風景は色がない分だけ、様々なことを教えてくれている。
（２００１年１２月５日）


肩を回すということ

　テキストには、腰が４５度、肩が９０度なんて書いてあったりする。某ティーチングプロは、腰は３０度、肩は８０度だと断言する。絶好調のあるプロの分解写真を見ると、腰は６０度、肩は１００度は回っているように見える……。

　どれもトップスイングにおける体の各部分の回転具合である。

　微妙な問題であるが、人間の体はそんなに単純にできていない。例えば、最も自由に動かせるはずの指でさえ、いわれた角度を即座にピタリと作ることは簡単ではない。

　ついでに、困ったことがある。指は目に見える範囲で動かせる。だから、視覚で角度を判断できる。しかし、腰や肩は、完全には見えない。左肩がボールを越えたから肩が回ったなんて思うのは、たった１ホールだけパーが取れたから１８ホール全てでパーが取れると盲信するようなものである。左肩を回したら、同じだけ右肩も回っていなければ意味がない。問題が深刻なのは、右肩が止まっていたままでも左肩は動くということだ（いずれも、右打ちの場合。以後、同様）。

　回転運動には、必ず軸が必要になる。動かない細い軸が、鋭くスムーズな回転を可能にする重要なファクターになる。軸無くして回転を語るべからず、である。まずは、軸を確認しよう。

　動かすことは、何にしても考えれば考えるほど複雑で、反射的にするのには時間と反復が必要になる。しかし、止めることは、意識と方法さえ覚えれば、動かすことに比べれば案外と楽にできるのである。軸が優先される理由は、以上である。

　不動の軸ができ上がったと思ったら、即、性能テストだ。肩をできる限り回転させてボールを打ってみよう。軸の完成度が高ければ高いほど、大きな回転に耐えることができるはずだ。９０度なんて気にしなくて良い。体の軸に対して直角の面を保ち、左肩と右肩が同じだけ動くことに注意すること。それを無視した回転は、残念ながらスイングのためのものではない。
　意識を集中したいのは右肩である。見えない右肩は、感覚で覚えるしかない（本当は、ビデオなどで感覚と現実のズレを知ると百人力なのであるが）。右肩の限界が、左肩の限界でもある。左肩はスイングの構造上、限界が大きいので、左肩は軸に対して右肩の反対側になるようにすることも重要なチェックポイントである。

　人によって、限界は違う。１００度までいける人もいれば、７０度が限界の人もいる。それはそれでいい。右肩を意識することで、背中から腰、太股にかけての大きな筋肉が使える。大きな筋肉のマッスルメモリー（反復によって筋肉が動きを覚えるという仮想の理論）と、大きさ故に単純な動きしかしない分、プレッシャーなどに影響されにくいというメリットがそこにはあるのだ。

　何度まで回るか？　なんてどうでもいい。そんなものに意味はない。限界まで回す。極めて単純で、どこでも、いつでも同じ動きをしやすい方法である。

　軸の完成度を上げれば、ある程度までは限界の数値は上がる。そういうお楽しみもある訳である。

　肩の回転というのは面白いもので、限界の状態でストレートか、ややフェードという感じに球筋を安定させた前提で考えると、それより少し緩めばドロー、回っていないほど緩めればスライスになる（アウト・サイド・インの軌道になるので、ボールが捕まりやすいクラブを使用している場合はチーピンになる）。
　肩の回転の調整でボールのサイドスピンをコントロールできる発想は、１０年以上前から米ツアーや欧州ツアーでは常識とされていたが、何故だか、日本ではタブーのようになっていた。意外に簡単なので、意識して損はない。

　個人的には、ゴルフを簡単にするコツとして、オンとオフの使い分けがポイントだと思っているので、こういうように、軸でオフを確認して、回転でオンを確認するという方法は大歓迎である。

　ただ回せばいいというものではないが、チェックポイントを確認しながら、回してみれば、ゴルフの神様が肩に乗って微笑んでくれるかもしれない。
（２００１年１２月１３日）


素振りで効果的に上達する

　素振りは、スペースと少しの時間があればできる手軽な練習である。手軽な分、様々な障害も持っている。大量に素振りをして、効果があると思えるのは、飛距離アップであるが、これすら確実とはいい難い。

　自分の正しい形を知っていれば、素振りはそれなりの効果があるが、形が定まっていない場合は、多くの場合は外ばかりが露見するのである。素振りの練習だけで上達したという話は、今まで聞いたことはない。その他のボールを打つ練習と併用することで、素振りの練習は生きてくるのである。

　とはいえ、それも確実ではない。ただ闇雲に、ボールがない状態でクラブを振っても意味がない。テレビゲームで飛行機を操縦できても、実際の飛行機を操縦できる訳ではない。同じ動作や段取りを経ても、全く違うものである。

　季節は冬。ボールを打つことができない地方の方もいる。素振りの練習には、ボールを打つ練習とセットでなければ効果が出ないという側面を持っていることを理解してもらった上で、今回は素振りの練習がテーマである。

　前準備として、プロがボールを打っている素材を用意する。これは、写真ではなく。ビデオである。試合でなくても良い。テレビマッチを録画したものでＯＫである。

　まず、ドライバーショットを再生して、じっくり見る。できれば、３〜５回は繰り返し見る。そして、その前で、両肘を両脇に付けて、手は上に上げた状態でアドレスを作る。正面から見ると、腕は「Ｗ」という感じになっているはずだ。そして、ビデオを再生して、同じタイミングで振ってみるのだ。

　ボディだけでボールを打つシャドースイングができるという前提であるが、これが上手くできない場合は、レベルを下げて、ビデオを止め、ボディだけのシャドースイングができるようにする。蛇足であるが、ボディだけのシャドースイングができない人は、例外なく手打ちである。手打ちのままで我が道を行くか、改善するのか、まずは決断が必要になる。

　打つ前の動作を真似ることも良い練習になるので、一通りの動作をビデオを見ながら真似る。重要なのは、打つシーンは全く同じタイミングで振ることである。バックスイング、ショット、フィニッシュ。

　ここで分かるのは、思った以上にプロのタイミングは難しいということなのである。速く感じるところ。遅く感じるところ。様々なことに気が付くはずである。

　形ではない。とにかく、全く同じタイミングで真似できるように頑張る。これだけで、かなりの運動量がある。
　そして、アイアンショットもミドルアイアンとショートアイアンの２種類を同じように練習する。適当ではなく、全く完全に動きの速さをコピーすることが重要だ。ドライバーのタイミングとショートアイアンのタイミングが驚くほど違うことも分かるはずである。同じ時間の中で、長いものを振るのと短いものを振る訳だから、長いものが速く感じるのは、レコード盤の回転と同じである。同じ回転数でも外側は速く動いているし、穴の近くはゆっくり動いている。

　そして、それを意識して、外に出て素振りをするのである。テーマはタイミングである。ドライバー、ミドルアイアンとショートアイアン。それぞれの共通点と違いを自覚しながら、１回１回、ルーチンワークから真似ること。連続した素振りは、ボールを打つ練習とミックスでやるべきであり、そうでない場合は、数は気にしなくて良い。どれだけ完全にコピーできるか、を自らに問うのである。

　ビデオに撮るプロは、誰でもいい。スイングがいいといわれている伊沢プロでも、ジャンボでも、丸山プロでもいい。好きなプロを参考にすればいい。しかし、何度やっても上手くいかなければ、他のプロに変更する柔軟性も必要である。できれば、今年度のランキングに入っているプロを選ぶこと。

　さて、このタイミングを真似る練習で何が身に付くのか？　答えはコースに出た時の第１打目で出るはずである。真似ることに集中することで、形ではなくミスの多くがルーチンを含んだタイミングで起きることが実感できれば最高である。

　素振りをしなくても、ビデオの前のシャドースイングだけでも身になる練習なので、やってみて欲しい。年末年始、ゴルフ番組を録画する楽しみが増えるはずである。
（２００１年１２月２０日）
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